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第一章　ワクワク始まる












「おはよ……」

　意外にも寝起きの良くない彼は、洗面所で顔を拭いている私の後ろから気だるげに朝の挨拶をした。

　会社では整えられている髪には寝ぐせがあり、パジャマにしているＴシャツはよれている。そんな彼はぼんやりした顔で、私の頭に手を置いた。

　顔半分をタオルで隠して「おはよう」と返す私の額に彼の柔らかい唇が触れた。私は慌てて、彼の胸を押しながら廊下を気にする。

　誰かに見られているような気配を感じたからだ。しかし、「ニャア」と顔を出したのは彼の飼い猫。彼はすかさず猫を抱き上げ、私に向ける。

　猫を受け取った私の頬に彼は、またキスをした。和やかでありながらも、刺激的な毎日を楽しんでいる。

　こんな日々が過ごせるようになるとは……。







＊＊＊＊＊








　外は残暑厳しく、太陽が眩しい。だけど、冷房の効いたビルの中は快適で、業務が捗る。とある飲料メーカーの総務部経理課に勤務する私は、各部から届いた伝票をひとつひとつチェックしていた。

　あれ？　電話？

　プライベート用のスマホが着信を知らせていることに気付いて、耳に当てる。相手は住んでいるアパートを管理している不動産会社の人だった。

『恐れ入ります、こちら小野沢おのさわ由衣ゆいさんの携帯でよろしいでしょうか』

「はい、そうですけど」

　切羽詰まった感じの確認に、何か大変なことがあったのかと胸騒ぎがする。

『実は小野沢さんの住まれているアパートが今火事でして』

「えっ？　今燃えているんですか!?」

　思わず椅子から立って、応答する私に同じフロアにいる人からの視線が集まった。注目を浴びてしまったけど、周囲を気にしている場合ではない。

　どんな様子か聞くが、電話をかけてきた人も実際に見ていないのでよくわからないという返答。

　今もまだ燃え続けているのか、もう消火したかも不明だった。とりあえず、自分の目ですぐに確かめないと……部屋が燃えてしまったらどうしよう！

　課長に事情を説明し、早退することを許可してもらった。

「気を付けてね。どんな状態だったか、今後のことも含めて連絡してもらえるかな」

「はい、ありがとうございます。必ず連絡します」

　急いでデスク上を片付けて、バッグを持つ。心配そうにチラチラと見ている人たちに頭を下げてから、エレベーターへと小走りした。

　ここからどんなに早くても三十分はかかる……その間にどれくらい燃えてしまうのだろう……いや、その間に消し止められている可能性もある。

　まだ外の日射しを浴びていないのに、イヤな汗が出てきた。バッグからハンカチを取り出した時、肩を叩かれる。

「小野沢さん」

「あ、緑川みどりかわさん」

「今聞いたんだけど、火事だって？　ひとりで大丈夫？」

　フロアを出ようとした時に私は彼……緑川晴人はるとさんの姿を探した。だけど、不在だった。

　緑川さんは私よりひとつ年上の二十七歳で、隣の総務課に勤務している。総務部はパーテーションなどの仕切りのないワンフロアになっているため、他の課も見渡すことができた。

　二年前、中途採用で入社した私がこの会社に馴染めるようになったのは緑川さんのおかげで、彼のことは信頼している。何かと気にかけてくれて優しい人ではあるけれど、心配ばかりかけているから、申し訳なく思ってしまうこともたびたび。

「うん、大丈夫」

「気を付けてね。何かあったら、いつでも連絡してよ。いや、何かなくてもどんな様子だったか、教えてくれない？」

「うん……」

　緑川さんはエレベーターに乗る私を見送ってくれた。私は少しでも安心してもらおうと微かな笑みを浮かべて、手を振った。

　内心は泣きたくなるくらい不安だったけれど。






　アパートに着くと思っていたよりも野次馬がまばらだった。消防車やパトカーが止まってはいたけれど、消火活動は終わった様子。

　アパートの形はそのままだし、私の部屋は無事なようだ。しかし、路面もアパート全体も濡れていて、焦げた臭いもする。

　見覚えのある不動産会社の人が外でアパートの住民と話をしていたので、私も近寄って話を聞いた。

　話によると、出火元の部屋だけが被害に見舞われたらしい。その部屋は、私と同じ二階にある部屋だった。窓が開いていなければ、部屋の中までは濡れていないだろうと言われる。

　防犯のため、玄関も窓もしっかり施錠を確認して出ているから、水は入っていないと予測した。

　それでも自分の目で確認するまでは不安だ。急ぎ足で、階段をのぼる。上から隣の部屋に住む女子大生が涙ぐみながら降りてきた。彼女の隣には恋人と思われる男性が大きなカバンを手に持っている。

「こんにちは」

　女子大生に声を掛けたが、彼女は私を見るだけで言葉が発せないようだ。男性が代わりに答えた。

「すみません。彼女、すごいショックを受けていて……今日は心配なので俺のところに連れていきます」

「そうなんですね。確かにこの状態では不安ですものね」

　会釈するふたりとすれ違って、歩を進める。燃えたのは階段横の部屋。消防士と警察官数人が室内を検証していて、ひとりの警察官に話しかけられる。

　部屋番号と名前を聞かれて答えると、室内を確認して何かあったら教えてくださいと言われた。

　私の部屋は、朝出た時と何の変化もなく、どこも燃えていなければ、水の被害もない。ひとまず胸を撫で下ろして、床にぺたりと座り込んだ。

　ただ気になるのは臭いだった。外での臭いが鼻についたままだからなのかは不明だが、不快といえる臭いだ。

　私も今夜は別の場所で寝ようかな……ここで寝るのは怖い。

　最寄り駅近くのビジネスホテルを予約して、着替えなどの荷物をまとめる。

　ホテルにチェックイン後、ホッとひと息ついてから会社へ電話し、課長に状況報告をした。緑川さんには、仕事の邪魔にならないようメッセージを送る。

　なんだか疲れたな……身近で火事が起こる経験が今までなかったから、現実として受け入れられない。

　明日には臭いも消えて、戻れるといいな。

　早々とシャワーを浴びて、コンビニで買ってきた弁当で夕食を済ませた。ベッドに横たわると精神的な疲れから瞼が重くなってきて、緑川さんからの返信に気付かないまま寝てしまった。

　翌朝、緑川さんに返信が遅れたことの謝罪と心配してくれたことへの感謝のメッセージを送ってから、荷物を置くためアパートに一旦戻る。

　身支度を整えていると、隣の部屋から物音が聞こえた。女子大生も戻ってきているのかもしれない。これから、大学に行くのかな……そんなことを考えながら、出勤した。






　昼休みが終わってから、緑川さんが私のもとに来た。

「今日良かったら、夜に食事しない？　昨日のこと、聞かせてもらってもいい？」

「えっと、あの……」

　返す言葉に迷ってしまうのは、彼が女子社員に人気がある人だからだ。一八〇センチを超える高身長に、クッキリとした二重が印象的な彼は笑顔が爽やかなことから、癒し系イケメンとよく言われている。

　誰にでも気さくに話しかけて、誰にでも優しい人だから、こんなふうに他の人がいる前で私だけが誘われると戸惑ってしまう。

　たまに緑川さんに誘われて、仕事帰りに食事をすることは今までもあったけれど、いつもこっそりと誘ってくれていた。

　ひそひそ話をする周囲の視線を感じて、私の心は落ち着かなくなる。周囲をまったく気にしていない様子の緑川さんはなかなか返事をしない私に首を傾げた。

「何か予定でもある？」

「ううん……あ、ごめんなさい」

「うん、どうぞ」

　視線を落としていた先にあったスマホが着信を知らせたので、緑川さんに断ってから応答する。

　知らない番号だったから少々警戒したが、相手は警察の人だった。咄嗟に昨日の火事の件かと思ったら、別件だと言われる。

「えっ？　泥棒ですか？」

『はい、小野沢さんの隣の部屋に入られまして、小野沢さんの部屋も念のため何か盗られていないか確認していただきたいのですが、すぐに帰られるのは可能ですか？』

「は、はい！　急いで帰ります」

　通話を終えた私は隣にいた緑川さんを見てから、課長のデスクに目を向ける。そこに課長は座っていなかった。

「どうしよう、帰らないと……課長はどこに……」

　立ち上がって、おろおろする私の背中に緑川さんの手が添えられる。

「何があったの？　泥棒と聞こえたけど、小野沢さんの部屋に？」

「私の部屋ではなくて、隣の部屋に入ったらしくて……でも、もしかしたら私の部屋にも入っているかもしれないって……どうしよう」

「うん、落ち着いて。経理課長には俺が伝えておくから、すぐに帰ったほうがいい。で、あとで報告入れて。大丈夫？」

「うん……ありがとう」

　今日も早退して、アパートへ急いだ。二日連続でこんな災難に遭うなんて……。

　アパートに戻って、待機していた警察官と話をしてから、部屋を確認する。朝、立ち寄った時と同じで変わりはなく、ホッと胸を撫で下ろした。

　誰かが侵入した形跡も感じられなかったことを警察官に伝える。

「何事もなくて良かったですが、何か気付いたこととかないでしょうか？」

「気付いたこと……あ、そういえば」

　首を捻りながら、自分の部屋と隣の部屋のドアを見て、今朝聞こえた物音のことを思い出す。

「朝、部屋に戻った時に隣から物音が聞こえてきました。隣の人も帰ってきたのかなと思ったのですが、もしかして……」

「あー、それは泥棒が物色していた音かもしれませんね。こちらの部屋の人が戻ったのは、十時頃なんです。小野沢さんは出勤前だというのなら、もっと早い時間ですよね？」

「私が戻ったのは七時半くらいです。えっ……あの時に泥棒がいた？」

　タイミングが悪かったら鉢合わせしたかもしれない。背筋が凍るように寒くなり、腕をさすった。今日も昨日と同じくらいに暑い日なのに……。

　まだ捜査中ではあるが、隣の部屋の鍵は壊されていなかったらしい。昨日気が動転していたせいで鍵をかけ忘れたようだと、警察官は話す。なので、戸締りは忘れないようにしてくださいと言われた。

　火事のせいで、アパート入口に設置されている防犯カメラは壊れたそうだ。

　犯人はまだ捕まっていない……またこのアパートを狙って来たら、どうしよう。

　今度は私の部屋に来たとしたら……。

　やだ、やだ、怖い。もうここに住みたくない……。

　でも、どうしたらいい？

　即住める部屋、あるのかな？

　とりあえず今日も荷物をカバンに詰め込んで、ホテルへ行く。しかし、ずっとホテル暮らしは経済的に無理だ。

　引っ越しも視野に入れて、今後のことを考えないといけない。

　会社に連絡したあと、不動産会社に相談をする。いくつか良さそうな物件をピックアップしてくれるというので、明日休みだから案内してもらうことにした。

　だけど、良い物件が見つからなかったら、どうしたらいいだろう？

　あそこに住み続ける……また何か起こったら……悪いことばかり考えてしまう。

　気分を切り替えるため、今日は外で食べよう。小さな決心をした私は、まず汗を流すためにシャワーを浴びた。

　普段ひとつにまとめていることの多い髪は、乾かしたばかりなので下ろしたままでホテルを出る。微かな風が肩下十センチほどの髪を揺らした。

　ホテル近くにあるイタリアンレストランへ向かって歩いていると、前から歩いてきた女性と目が合う。

「あ、こんばんはー。小野沢由衣さんだよね？」

　私の名前を確認したのは、緑川さんのお姉さんである美冬みふゆさんだ。

「緑川さんのお姉さん……こ、こんばんは」

　思いがけない遭遇にぎこちなく挨拶を返す。

　緑川さんにはふたりのお姉さんがいて、美冬さんは下のお姉さんで確か年齢は二十九歳。

　緑川さんの家には、他の同僚と共に二回ほど訪問したことがあった。その時に、お姉さんとも話としていたので、私のことを覚えていてくれたようだ。

　美冬さんは身長一七〇センチくらいあるスレンダー美人さんで、身長一五七センチで決して細いとは言えない体型の私からしたら羨ましくなるくらい理想的な体型だ。

「久しぶりね。そうそう、晴人からアパートが火事になったと聞いたけど、大丈夫だった？」

「私の部屋は何の被害もなかったんですけど、実はどうしようかなと考えていて」

「何を？　何か悩んでいるのなら、話を聞かせて。そこに入ろうか？」

　そこと指差したのは、私が目指していたレストランだった。緑川さんのお姉さんは取引先の会社に行った帰りで、このまま直帰するところだという。

　中に入り、案内された席に座るとお姉さんはスマホを操作した。

「今、晴人も呼んだからね」

「えっ、緑川さんも？」

　私が目を丸くさせると美冬さんは笑った。

「私も緑川さんだから、晴人のことを緑川さんと言われると変な感じがするね。私のことは美冬で、あれのことは、晴人って呼んだらいいわよ」

「いえいえ、呼び捨てするのは……無理です」

「そう？　晴人と呼んだら本人は喜びそうなのに。じゃあ、はるくんとかどう？」

「ええっ！　それもちょっと……でも、どちらも緑川さんではややこしいですよね。では、美冬さんと晴人さんでどうでしょうか」

「あら、いいわね。新鮮な感じだし、きっと晴人も喜ぶわ。私も由衣ちゃんと呼ばせてもらってもいい？」

「はい」

　なぜ彼が喜ぶのかと疑問に思ったが、尋ねなかった。晴人さんが来るまでの間、私は今日の出来事も美冬さんに話し、今後の住まいについて悩んでいるとも伝えた。

　美冬さんは私の話を真剣に聞き、これからのことを心配する。晴人さんのお姉さんらしく、美冬さんも優しい人だ。

「姉さん、お待たせ……えっ、小野沢さん！」

　私もいることを知らせていなかったようで、晴人さんは驚きの声をあげた。美冬さんは楽しそうに笑って、自分の隣の席を軽く叩く。

「晴人、とりあえずここに座りなさいよ」

「ああ、うん。ビックリした、小野沢さんもいるならいると教えてよ」

「ふふっ、晴人の驚く顔が見たくてね」

「悪趣味だよな。で、小野沢さん、何か盗まれていた？　泥棒は捕まったの？」

　晴人さんの質問に対して、美冬さんに話したのと同じ説明をした。晴人さんは私の話を聞き終えてから、美冬さんに話しかける。

「昨日も話したけど、やっぱりさ、心配なんだよね」

「うん、私も心配しちゃうわ。ねえ、由衣ちゃん」

　呼ばれて「はい」と返事した。

「うちにおいでよ」

「えっ？」

　美冬さんから予想もしていないことを言われて、私は目を見開いた。うちって、緑川家のこと？

　どういう意味で私を呼んだのか……。

　困惑する私を晴人さんが深刻そうな表情で見据えて、現在の緑川家の状況を補足した。

「小野沢さんが良ければだけど、今うちは姉さんとふたりだけで暮らしていて、上の姉の部屋が空いているから、そこに住まない？」

「晴人さんの家に？」

　あ、いけない……断りもなしにいきなり下の名前で呼んでしまった。

「えっ、は、晴人、さん……？」

　晴人さんは目をパチクリさせて、自分を指差す。

　それから、顔を徐々に赤くさせた。そんな晴人さんを見て、美冬さんはまた楽しそうに微笑む。

「私がお願いしたのよ。私も緑川さんだから、ややこしいでしょ？　晴人も由衣ちゃんと呼ばせてもらったら？」

「は？　えっ、ちょっと姉さん」

　晴人さんは狼狽えて、美冬さんをたしなめるように呼ぶ。

「なによー？　ねっ、由衣ちゃんでいいよね？」

　ニッコリと微笑んで聞かれてダメですとは、言えない。ダメだという理由もない。

「どう呼んでもらっても、いいです」

「ほら、由衣ちゃんからお許しもらったわよ。晴人、呼んでみなさい」

「突然呼べと言われても……あの、由衣さん……」

　躊躇いがちに私の名前を口にした晴人さんは、照れくさくなったのかこめかみ辺りをかいた。

　私も同じく照れてしまい、「はい」と返事をして顔を俯かせる。

「えっと、あ、髪下ろしているの初めて見たけど、かわいいね」

　呼んだからには会話を続けようとした晴人さんから、予想外に褒められて頬が熱くなりますます顔が上げられなくなった。

「あらあら、ふたり揃って初々しいわね。でもね、由衣ちゃん。うちに住むこと、本気で考えてみて。うちなら一応用心棒になる晴人もいるし、晴人がオオカミにならないように見張れる私もいるから安心して暮らせると思うの」

「俺はオオカミにはならないけど……まあ、気軽に考えてみて」

　この姉弟は、本当に親切な人たちだ。他人の私のことに親身になってくれる。

　だけど、とてもありがたい申し出でも、予想外のことだったから即断即決は難しい。

「少し考える時間をもらってもいいですか？」

「うん、もちろんよ。じゃあ、料理を頼もう！　お腹空いたねー」

　晴人さんを待つ間は、コーヒーだけを注文していた。晴人さんが来ても、コーヒーを追加しただけで、私の話を聞いてくれていた。

　その後はサラダ、パスタ、ピザを頼んで、シェアして食べる。美冬さんも晴人さんも話し上手で、料理を味わいながらの会話は二日続いたショックな出来事を忘れるくらいとても楽しかった。

　アイスが食べたいという美冬さんのリクエストで、食後に三人分のバニラアイスを注文する。「美味しいねー」と和やかに頷きながら、食べた。

　このふたりと生活したら、毎日が楽しいかもと想像する。一番早くに食べ終えた美冬さんは取り出したスマホを私に差し出した。

「由衣ちゃん、これ見てー」

「はい？　わあ、かわいい！　ロンですよね？」

　見せてくれたのは、緑川家のペットである猫の動画だった。種類はマンチカンで、毛色は『クリーム』と呼ばれる淡い茶色。手足が短いのが愛らしくて、動きもかわいい。

　私は仕事帰りや休日に猫カフェへ行くのが趣味で、日々の疲れを猫に癒してもらっている。

　以前お邪魔させてもらった時、人懐っこいロンが出迎えてくれて感動したのだった。

「由衣ちゃん、うちで暮らしたら毎日ロンに触れられるわよー」

「姉さん、ロンで釣るのかよ。でも、えっと……その、由衣さん、ロンのこと気に入っているよね？」

　私の名前を言うのにまだ躊躇ってしまう晴人さんの背中を美冬さんが叩く。

「もう名前ひとつ言うだけで、何いちいち緊張してるのよ」

「いや、だってさ、そんなすぐに慣れないよ」

「緊張してしまうの、わかります。私もまだ慣れないです。実は前に撮らせてもらったロンを待ち受けにしてるんですよ、見てください」

　自分のスマホの画面を美冬さんに向けた。晴人さんには見せたことがある。美冬さんは「わあ！」と嬉々とした表情を浮かべた。

「うちの子を待ち受けにしてくれるなんて、うれしい！」

　晴人さんも画面を見て、うんうんと頷く。

「だよね、俺も見せてもらった時に感動したもの」

　動画のロンはとてもかわいくて、見ているだけで顔が綻ぶ。ポツリと本音が漏れてしまう。

「ロンと暮らせると考えたら……とても魅力的……」

「でしょ？　楽しいことを考えて、前向きに検討してみてね。うちはロンを含めて、由衣ちゃんを大歓迎するからね」

「ありがとうございます」

　美冬さんにスマホを返して、改めてお礼を伝えた。






　翌日、不動産会社の人と約束していたので、二件ほどアパートを見せてもらう。どちらも今のところよりも築年数が浅くてきれいで、家賃は今のところとあまり変わらない。緑川家の誘いがなければ、この二件のどちらかに決めただろう。

　ここでも検討することを話して、高校からの友だちの紗希さきと待ち合わせしているカフェに入る。

　紗希にもアパートでのことは話していて、やはりとても心配してくれた。新居が見つかるまでは紗希の家に泊まってもいいと言ってくれたが、新婚の家には行けないとお断りさせてもらった。

　まだ結婚して三か月しか経過していない紗希からは、幸せオーラが溢れている。

「ごめん、紗希。待たせてしまって」

「ううん、大丈夫だよ。ゆうくんがゆっくりしてきてと言ってくれたから」

　旦那さんのことを結婚しても変わらず愛称で呼ぶところが紗希らしくて、結婚が羨ましくなる。

　私には今付き合っている人もいないから、当分先のことになりそうだが。

「今日、物件見てきたんだよね？　いいところあった？」

「うん、良さそうなところだったよ……でもね、実は昨日、紗希と話したあとに緑川さんと会ったんだけど」

「ああ、例の緑川さんね。で、会って何があったのよ？」

　紗希が例のというくらい私は晴人さんの話をしていた。今の会社で話に出せるのは晴人さんしかいないからだ。

「晴人さんのお姉さんと偶然会って、晴人さんも交えて食事をしたの」

「うん、うん。それで？　っていうか、いつの間に晴人さん呼びになっているのよ？　そんな親密な関係だっけ？」

「そうじゃなくてね……」

　前のめりになって続く話に興味津々な様子を見せる紗希に、ふたりから緑川家に住まないかと誘われたことを話した。

　紗希はところどころで興奮した声をあげる。

「でね、どうしようかと迷っているのよ」

「そうかー。でも、あの緑川さんでしょ？　私、絶対由衣のことが好きだと前から思ってたのよ」

「えっ、好き？　ううん、そんなことないてっば。晴人さんは誰にでも優しい人だから、会社に馴染めないでいる私のことも気にかけてくれたの」

「ふうん。でもさ、誰にでも優しい人でも下心がないと一緒に暮らそうとは言わないんじゃないかな？」

「下心？　えー、いやいや晴人さんに限ってそんなこと……本当に厚意で言ってくれているのが伝わってきたもの。お姉さんも言ってくれたし……でも、下心があってのことだったら、断ったほうがいいよね？」

　親切心で招いてくれているものだと思っていたけど、紗希の言うようなよこしまな考えを持っているとしたら、お断りするべき……ロンと暮らせないことだけが、とても残念だ。

「待って、由衣。早まらないで」

「えっ、何よ？」

「もうー！　私の言ったことを真に捉えすぎ。緑川さんのお姉さんも誘ってくれているんでしょ？　由衣の今までの話からして、緑川さんは誠実な人だと思うんだけど」

「うん……お姉さんも優しい人だし、晴人さんはいろいろと助けてくれる良い人だよ」

　私が答えると、紗希は安心したように息を吐いた。

「私ね、由衣が去年緑川さんの話をしてくれた時、うれしかったんだよ。ちゃんと前に進めていると思ってね。地元にいたくないと泣きついてきた由衣に東京で暮らそうと呼んだけど、なかなか馴染めないと言われて、失敗だったかなと考えていたの。でも、緑川さんのおかげで他の人とも話せるようになったと由衣が喜んでいて、緑川さんはなんて素晴らしい人なんだろうと思った」

　しみじみと話す紗希に胸がじーんと熱くなる。

　由衣が言うように晴人さんに助けてもらっていなかったら、私は放浪の旅に出ていたかもしれない。

　二年前、私は当時交際していた人に裏切られた。彼は私の先輩と付き合っていることを隠して、私とも付き合った。

　私は浮気されたと憤慨したが、私のほうが浮気相手だった。先輩から「最低！」と罵られ、平手打ちをくらった。先輩とのことを知らなくて、声を掛けてきたのも彼からだと説明したが、先輩は聞く耳を持たず、私は一方的に悪者にされた。

　このことは、先輩の友だちだけではなく、私の知人にも知れ渡った。私は恋人がいる人と浮気する女で、気を付けないと恋人を横取りされると周囲から陰口を叩かれた。

　知り合いの知り合いから聞いたと噂は働いていた会社でも広まり、欠勤することが増えて、最終的には退職した。失恋をし、職も失った私に手を差し伸べてくれたのは、紗希だ。

　紗希は都内の大学に進学してから、ずっと東京で生活している。今までの人生をリセットする気持ちで、新生活をスタートさせようと協力してくれた。

　紗希に様々なことを相談していて、転職先で人間関係がうまくいかないことも話した。

　中途採用は総務部で私しかいなくて、どう溶け込んだらいいのか悩んだ。いつもひとりでいる私を気にかけてくれたのが、晴人さんだった。

　彼は以前経理課に所属していたことがあるから、困ったことがあったら何でも聞いてねと言ってくれた。

　私はひとりで解決するために過去の書類を見たり、調べたりしながら業務に取り組んでいたが、躓いてしまった。

　たまに特殊な案件があるのだ。前の担当者が残した引継ぎ資料に目を通してみたが、不安になって誰かに聞いてみようと周囲を見回す。

　その時、晴人さんと目が合った。彼は私が必死に取り組んでいる様子を気にしていたそうだ。

　晴人さんに、助けてもらって無事終えることができた。ささやかではあるけれど、彼にお礼のコーヒーを休憩スペースで渡した。このことがきっかけで晴人さんと話すことが増えて、時々誰にも知られないよう食事をした。

「まさか家にまで行くとは思わなかったけどね。だけど、家に行ったことがあったから、誘ってくれたのかもね。うん、うん」

　納得するように頷いてから、紗希はカットしたパンケーキを口に放り込んだ。

「あの時もやっぱり猫で釣られたのよね」

　あの時を思い出して、私は笑った。

　休日に猫カフェへ行ったことを晴人さんに話したら、『うちの猫を見にこない？』と誘われた。

　そのやり取りがたまたま近くにいた女性社員の耳に入り、『私も行きたい』と何人かが挙手した。優しい晴人さんはどうぞと行きたいと言った全員を呼んだ。

　晴人さんをみんなが取り囲む中、私だけがロンに魅了されて、お土産にと持参したニット素材のボールでロンばかりを構っていた……ボールにじゃれるロン、めちゃくちゃかわいかった。また遊びたいな……。

「幸せな時間が過ごせたと喜んでいたよね。だから、今回の件は猫と暮らせるという理由で決めてもいいと思うよ。気軽に考えてと言われたんでしょ？」

「うん、そうなの。でも、本当にいいのかな……」

「いつまでも悩んでいないで、まず住んでみたら？　それで思っていたのと違ったなら、別のところを探してもいいと思う。今は早くに決めたほうがいいよね？」

「うん、そうなの……ずっとホテル暮らしもしていられないから」

　紗希と話して、意思を固めた私は早速晴人さんに電話をかけた。家にいた晴人さんの近くには、美冬さんもいた。私の返事にふたり揃って安心してから、喜んでくれる。

「ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いします」

　お姉さんにかしこまって、伝えた。

「こちらこそ、よろしくねー！」

　ロンの鳴き声が微かに聞こえて、頬が緩む。たくさん撫でて、遊びたい。

　大好きな猫と暮らせる！

　きっと楽しい毎日になる！

　災難続きで落ち込んでいた気分が上向きになり、期待に胸が弾んだ。

















第二章　ドキドキ熱くなる












　新生活をスタートさせてから一週間が経過した。

　仕事帰りの道の途中で、群青色の空にポツンと見える星を見上げる。

　最寄り駅周辺は駅ビルや商店街があるため賑わっていて光も溢れているけれど、駅から離れていくにつれて静かになり、闇の中に入っていく感じだ。

　緑川家は閑静な住宅街の中にある。玄関前に立つと、センサー反応する外灯がつく。家が『おかえり』と出迎えてくれているようで安心感を覚えた。

　ドアを開けると、ロンが待っていてくれる。

「ロン、ただいまー」

　人懐っこい猫であるロンは、私がこの家に来た時から歓迎してくれていた。足元にすり寄ってくる姿がとてもかわいくて、仕事で疲れている体と心を一気に癒してくれる存在だ。

　尻尾を立てながら私のあとを凛とした感じで歩くのもまた愛らしく、顔が緩む。

「まだ誰も帰っていないのね」

　人間の言葉をどこまで理解できているのかは不明だけれども、ロンに話しかけてしまう。私が住ませてもらっている部屋のドア近くでちょこんと座り、後ろ足で毛づくろいを始めた。

　本当にどんな動きでもかわいくて、たまらない。

　ラフなカットソーワンピースに着替えた私はロンを抱いて、リビングへ行く。二階建てのこの家は、一階がリビングとダイニングルーム、キッチン、浴室といった家族の共有スペースとなっていて、二階には洋室が四部屋ある。

　Ｌ時型のソファーに腰を下ろしてロンを膝の上に乗せた。体を丸くさせるロンの喉元を撫でると、グルグルと喉を鳴らしながら目を細めた。

　少しロンに癒してもらってから、夕食の準備をしようかな。

　晴人さんはまったく料理ができないため、ふたり暮らしになってからの食事担当は美冬さんだったと聞いている。お互いに予定があって週の半分しか揃って食べることはなかったらしいが。

　晴人さんひとりの時は買ったお弁当で済ませることが多く、寂しい夕食だったと嘆いていた。

　私がこの家で暮らすようになってからは、誰かが欠けたことはない。慣れない私を気遣ってくれているようだ。

　料理に関しては美冬さんと私が交替で料理すると、決めている。で、今日の当番は私だ。

　私が調理中、ロンは自分専用のクッションの半分側を使って眠りについていた。無防備に眠るロンの足がクッションからはみ出ていて、肉球が見える。キッチンからそのかわいい寝相が見えるだけで心が和む。

　こんなかわいい猫と暮らせるなんて、最高な環境だ……そんなことを思いながら進めていると、誰かが帰ってきた気配を察知したらしいロンの目が開き、総毛立てて動きだした。

「ただいまー」と聞こえたのは男の人の声で、晴人さんが帰宅した。ロンが先に戻ってきて、あとから晴人さんが現れる。

　彼は私の姿を捉えて「ただいま」と再度言う。

「おかえりなさい」

「なんか美味しそうな匂いがする」

「今、イカ大根を作っているの」

「おお、楽しみ！」

　晴人さんはキッチンに来て、鍋の中を覗き込んだ。味がだいぶ染み込んできているから、そろそろ止めてもよさそう。

　晴人さんが自分の部屋に行ってから数分後、またロンが玄関へと軽快に走り出した。家族を出迎えるのがロンの習慣になっている。

　帰ってきた美冬さんも晴人さんと同じように鼻を動かした。

「うわー、いい匂いがするー！」

「美冬さん、おかえりなさい」

「ただいま。由衣ちゃんがいてくれて、最高！」

　大げさに喜ぶ美冬さんはキッチンに来て、サラダ用の具材をカットしている私の手元を覗く。

「由衣ちゃん、ほんと手際がいいよね。由衣ちゃんと結婚したくなるわー。ねえ、晴人――」

　ちょうど階段を降りてきた晴人さんは、自分に向けられた発言に「は？」と訝しげな表情を見せた。

　美冬さんはそんな晴人さんの肩を楽しそうに叩いて、入れ違いに二階へ上がっていく。

　ふたりの様子を見ていた私は晴人さんと目が合った。いけないものを見ていたのでもないのに、どうしてか心がせわしくなり、急いで皿を取り出す。

　晴人さんは再びキッチンに入り、小さなため息をついた。

「姉さん、たまに意味不明なこと言うけど、気にしないで。これ、並べるね」

「うん、わかった。いつもありがとう」

　晴人さんはこちらがお願いしなくても、皿や箸を並べたり、食後の片づけを手伝ってくれたりする。

「いや、子供でもできるようなことしかしなくて、申し訳ない」

「ううん、謝らないでよ。私は好きで料理しているし、食べてくれる人がいるだけでうれしいんだから」

　ひとり暮らしで作る量は少なく、品数も多くはなかったから、作っていても物足りなさを感じていた。だけど、今は喜んで食べてくれる人がいるだけで料理が楽しくなっている。

　様々な場面で、自分にとって理想的な暮らしができるようになったとつくづく実感する。

「由衣さんの味付けさ、ものすごく俺好みなんだよね」

「口に合っているようで、良かった。食べたいリクエストあったら、言ってね」

「うん」

　料理を並び終えて、美冬さんが席につくのを待つ。この家のダイニングテーブルはもともと五人家族で使っていたから、六人掛けと大きめだ。

　特に決めてはいないけど、美冬さんが私の隣に座り、晴人さんが私の前に座る形に定着しつつある。

「ごめーん、待っていてくれたのね」

　美冬さんは両手を合わせながら、座る。着替えてくるだけにしては遅かった。晴人さんが「いただきます」と言ったあと、美冬さんに訊く。

「何かあった？」

「うん、彼から電話が来てね……あ、由衣ちゃん、ごめんね！」

　謝られる覚えがなく、私は首を傾げた。美冬さんは続けて、話す。

「明日ね、彼と夕飯食べることになっちゃったの。だから、当番変わってもらえる？」

「いいですよ。そんなこと、全然気にしないでください。じゃあ、明日はふたりですね。晴人さんの食べたいものを作ろうかな。何がいい？」

　私に話しかけられた晴人さんは手を止めて、口に入れたばかりのイカを咀嚼してから返事をした。

「そうだな……あ、そうそう！　俺たちも外で食べない？　駅前にある洋食屋に行こうよ」

「そこ、この前晴人さんが話してくれたところだよね。うん、行ってみたい」

　数日前の朝に晴人さんが「ここのオムライスが最高に美味しい」と教えてくれた飲食店だ。ソースはデミグラスソースかホワイトソースか好きなほうを選択できるそうで、毎回悩むとも。

　晴人さんの話を聞いて、ぜひとも行ってみたいと思っていたから、お誘いに迷うことなく賛成した。

　晴人さんがうれしそうに顔を綻ばせる。

「明日一緒に帰ろうね」

「えっ、あ……」

　私は一瞬答えに詰まってしまった。美冬さんが不思議そうに訊ねる。

「由衣ちゃん、どうしたの？　同じ会社なんだから一緒に行くのがいいと思うけど、何か都合が悪いの？」

「いえ、都合は悪くないです。でも、あの……晴人さん」

　晴人さんは崩していた表情を固めて、私を真っ直ぐに見据えた。

　私がこの家に引っ越しをしたことは、会社で内緒にしている。通勤手当等、変わる部分があるから住所変更届は提出したが、晴人さんが処理してくれた。

　そのため、承認をする総務課長にしか知られていない。総務課長も晴人さんの住所を暗記していないから、近所とだけ認識しているらしい。

　だから、私たちが一緒に会社を出るのを見て、関係を怪しむ人が出るのではないかと懸念した。

「お店か駅で待ち合わせにしてもいいかな？」

「あら、晴人と歩くのがイヤなの？」

　晴人さんよりも先に、美冬さんが答えた。

「いえ、決してイヤではないですよ。ただ晴人さん、会社で人気があるので……」

　途中までの私の言い訳で美冬さんは「あー、そうかー」と察してくれる。

「この子のどこがいいのかわからないけど、なぜか女の子が言い寄ってくるみたいね。そういえば、学生の時も女の子関係で揉めたことがあったよね。あの時さ……」

「姉さん、過去のことをいちいち持ち出すのやめて。由衣さん、わかった。由衣さんにイヤな思いをしてほしくないから、駅で待ち合わせよう」

「うん、ありがとう」

　晴人さんは美冬さんの話を遮って、私の願いを受け入れた。彼はやはり昔からモテていたようだ。






　翌日の朝食は美冬さんが用意してくれていた。私はその間、洗面所で髪を整える。そこにぼんやりした顔の晴人さんがゆっくりした足取りで入ってきた。

　晴人さんのベッドで毎晩寝ているロンは、すでに起きている。ロンが自由に出入りできるように晴人さんの部屋のドアはいつも少し開いていた。

　私が起きて静かに歩いていると、ロンも起床して一階へ降りた。

　料理する美冬さんの近くをうろうろしていたロンは、それから十分後に起きてきた晴人さんのあとを追って洗面所まで来る。

　一緒に暮らすようになって、彼の寝起きがあまりよろしくないことを知った。スッキリと覚醒するまで少々時間を要する人なのだ。

「晴人さん、おはよう」

「ん、はよ……」

　晴人さんの髪の毛は何か所か寝ぐせがあって、着ているＴシャツは首回りがよれている。会社で爽やかイケメンな彼ではあるが、今はお世辞にも爽やかとは言い難い。

　でも私は、会社で見せる姿と違うちょっとだらしない一面を知って、親近感を抱いていた。

　晴人さんの足元にロンがすり寄る。彼は気の抜けた状態でロンを抱き上げてから、私に無言で差し出した。

　それから、不意にＴシャツを脱ぐ。

　えっ？

　呆気に取られる私の前で、彼の動きは進んでいって……ズボンも脱ぎ、下着に手をかけた。

　ええっ！　このままここで脱いじゃうの？

　私がいるのをわかっていないのかな？

「は、晴人さん！　ちょっとストップ！」

　私の大きな声にビックリしたのか、腕の中にいたロンはするりと下に降りた。晴人さんは脱ぐ寸前の前屈みになりかけた体勢で止まり、こちらに「ん？」と顔を向ける。

　私は両手で顔を覆った。見てはいけない……。

「私、ここにいるんだよ？　なんで脱ぐの？」

「なんでって……汗かいたからシャワー……」

　晴人さんは、シャワーを浴びるために裸になろうとしているらしい。しかし、私の前で脱がれるのは困る。

「待って、待って。今出るから」

「ああ……うわっ！　ごめん！」

　突然晴人さんは目を見開いて、床に落としていた服を拾い、下着姿の自分を隠した。やっと状況を把握したようだ。

　少々安心したけれど、まだ下着だけなのは変わらない。

「私もごめんね。すぐ出るから、どうぞ入って」

　急いでドアを閉め、ドキドキする胸を押さえた。

　あー、ビックリした……しかし、晴人さん……本当にスタイルがいいというか、無駄なお肉ひとつない引き締まったきれいな体で……。

「わ……何を思い出しているのよ」

　自分に突っ込みを入れ、背中を壁に付けた。熱くなった頬を手で仰ぐ……。

　そこへ美冬さんが顔を出した。

「由衣ちゃーん、どうしたの？　なんかドタバタしていなかった？　あれ？　晴人は？」

　美冬さんは疑問を投げかけ、洗面所の閉められたドアを見た。バスルームからは、シャワーの音が聞こえる。

　私はその方向に人差し指を向けた。

「晴人さんは今、シャワー浴びています。汗かいたみたいで」

「シャワーね、あ、もしかして……由衣ちゃんがいるのに裸になった？」

「あーそう……でも、全部じゃないですよ。慌てて止めたので、全部見ていないです」

「やっぱり、そうか。あの子、ほんと寝起きが悪くてごめんね。由衣ちゃんがいるんだから、緊張感を持ったらいいのに」

　さっきのような行動は晴人さんの日常だろう。私がいることを忘れてはいないけど、抜けていたという感じ。

　どう答えていいかわからなくなり、苦笑いするしかなかった。

　その後、スッキリとした顔で出てきた晴人さんは私に改めて謝る。

「ごめんね、迂闊だった。これからは気を付けるから」

「ううん。私も気を付けるようにするね」

　また同じ場面に遭遇するかもしれない。晴人さんと洗面所で鉢合わせしたら、すぐに私が出たらいい。晴人さんの寝起きの悪さは簡単に直りそうにないから、私が注意しなくてはいけない。

　小さな決心をしながらテーブルについた私に、晴人さんが困ったような表情を向けた。

「由衣さん……もしかして、俺信用されていない？」

「えっ？　そんなことないよ。晴人さんのことは信用しているから。ただ朝だけはちょっと……そう、ちょっとだけ」

　先に座っていた美冬さんがクスクスと笑い、私の肩に手を置いた。

「由衣ちゃん、ちょっとなんて言わないでハッキリと言っていいのよ。目の前で裸になる男は信用できないって」

「まあそうなんですけど……でも、ほんとそこだけなので。晴人さん、そんなガッカリした顔しないで……」

　晴人さんは肩の力を落として、レタスを口に入れていた。何を言わずに目線だけ向ける彼に対して、私は弁明するように言葉を続ける。

「信用できない人だったら、ここで暮らすことを断っているからね。でも、晴人さんがいつも優しくしてくれて、頼りになる人だからお願いできたの。まだここでの生活は短いけど、とても感謝しているからっ！」

　晴人さんは落としていた視線をこちらに向ける。必死になって語尾を強める私の真意を測りかねているように見えた。

　晴人さんを傷つけてしまっただろうか……彼はそんなに自尊心が高い人ではないと思っていたが、信用できない人とレッテルが貼られたような気がして、ショックを受けたのかもしれない。

　そうじゃないの……どうしたら、言いたいことが伝わる？

　理解されていないようで、もどかしくなる。

「私、晴人さんとこれからも仲良くしたいの。だから、もう裸を見ても気にしないようにするから、晴人さんも気にしないで」

「えっ？」

　晴人さんは目を丸くさせて、私を見た。ようやく彼の表情が動いたから、体全体に力を入れていた私は肩の力を抜く。

　もう大丈夫かな？

　ひと息ついた私は、空腹を感じてトーストにかじりつく。そんな私の肩に美冬さんが手を乗せた。

「由衣ちゃん……」

「えっ？　私、何かおかしいこと言いました？　晴人さんもどうしていつまでもビックリした顔をしているの？」

「いや……悪いのは俺だけどさ、俺の裸を見ても気にしないとまで言われて、どう言ったらいいか……」

　私は困った顔をする晴人さんに対して、口を半開きにした。

　まるで裸を見たいと言っているような……。

　私、そんなこと言った？

　考えあぐねる私の顔を美冬さんが笑いながら、覗き込んだ。

「晴人の貧弱な体なんか見ても気にならないわよねー」

「貧弱？　いえ、晴人さんの体はがっしりというか男らしくて、見惚れるくらいきれいでしたよ」

　私の感想に晴人さんは「ええっ！」と驚いて、腰を浮かせた。彼の顔は少し赤みを帯びている。

　美冬さんはそんな晴人さんに対して、大笑いした。

　あれ？　私、変なこと言った？

　またしてもふたりの反応に困惑する。

「ほんと由衣ちゃんは真面目というか、いい子ね。晴人、少し落ち着きなさいよ」

　美冬さんに咎められて、晴人さんは椅子に座り直し、コーヒーをひと口飲んだ。息を小さく吐いてから、目線だけを私に向ける。

「ちょっと混乱したけど、マジで気を付けます。だから、由衣さんもそういうことをサラッと言わないで」

　どこがサラッとだったのかと疑問に思いながら、ロンのほうへと視線を向ける。キャットフードが入っていた器は空になっていて、前足をなめていた。

　その何度かなめた前足を耳の後ろに動かしてから、顔を撫でる。

「わあ、顔洗ってる！　かわいいー！」

　私は興奮して、思わず立ち上がった。美冬さんが不思議そうな声を出す。

「そんなに珍しいこと？」

「ロンが洗うのは、初めて見ました。昔家で飼っていた猫のは見たことあるんですけど、ほんとかわいいですねー」

　感動を伝えると、美冬さんがまた笑う。

「晴人、ロンに負けてるわね。由衣ちゃんは、晴人よりもロンに興味があるみたいよ」

　晴人さんは「負け……」とため息をついた。

　晴人さんとロンを比べたつもりはない。だけど、話を途中で変えてしまったことを謝る。

「ごめんなさい！　どっちが勝っているとかじゃなくて、ロンは猫で晴人さんは人間なので……」

　当たり前のことを言うと、美冬さんが噴き出した。ずっと笑われているような……。

「由衣ちゃん、おもしろい。でもね、晴人をフォローしなくていいからね」

「いえ、フォローじゃないです。晴人さんにも興味はあります」

「へー、例えばどんなふうに？」

　私は、美冬さんの問いにゆっくりと返した。

「家にいる晴人さんは、今まで私が見てきた晴人さんと違うので、いろんな発見ができて楽しいです。とてもリラックスしている晴人さんを知れて、うれしいですし……」

　言いながら、晴人さんを見ると、彼は頬を赤らめていた。驚いてしまう。

「えっ、晴人さん？」

「あ、いや……なんか楽しいと言われて、照れるというか……」

　恥ずかしそうに口をモゴモゴさせる晴人さんを見るのも初めてだ。

　照れる晴人さんを前にして、私もとんでもないことを言ってしまったと照れる。なんとも言えない空気が流れそうになっていたが、美冬さんが「あー！」と声をあげた。

「もうこんな時間！」

「ほんとだ、やばい！」

　私と晴人さんも時間を確認して、急いで片付け始める。朝から和んでいる暇はない。今日も仕事なのだから。

　みんながせわしく動く中で、クッションの上にいたロンがあくびをして、身体を丸めた。お腹が膨れて眠くなったのかも。

　ロンは時間に追われることなく、のんびりできていいな。生まれ変わったら、猫になりたいと思った。






　仕事が終わった私は帰り支度をしながら、総務課長と話をしている晴人さんの様子を窺う。

　深刻そうに話をしているから晴人さんの退社が遅くなりそうだと推測できた。駅近くにあるコーヒーショップで待っているとメッセージを送る。

　晴人さんからの返信は、私がコーヒーショップに着いた時だった。その後、息を切らせた彼がやって来たのは二十分後。急いで片付けて、ここまで走ってきたらしい。

　私の顔を見るなり「ごめん」と眉尻を下げる。

「由衣さんが出ていくのは見えたんだけど、声掛けられなくて……」

「課長と話している時なんだから、当然だよ。行こうか？　お腹空いてるでしょう？」

「ああ、うん。腹減ったー」

　お腹を押さえる晴人さんを笑って、目的の洋食屋に向かう。

　しかし、灯りのついていない洋食屋の前で私たちは唖然とした。

「マジか、臨時休業って……」

「楽しみにしていたけど、仕方ないよね。どうする？」

「ああー、オムライスを食べようと決めてきたのに……」

　とてもわかりやすくガッカリする晴人さんを見て、私は「あ！」と閃いた。

「オムライス、作ろうか？　お店のには敵わないけど、得意料理のひとつなの」

「作ってくれるの？　由衣さん自慢のオムライス、食べたい！」

「自慢できるものでもないけど」

「絶対食べたい！　お願いします！」

　力強くお願いされて、材料を買ってから帰宅。ご飯は冷凍保存していたのを使った。私がオムライス用の玉ねぎをみじん切りする隣で、晴人さんはサラダ用のレタスをちぎる。

　包丁をあまり握ったことのない彼は、これくらいなら俺にもできると張り切っていて、なんだかかわいく思えた。

　ご機嫌な様子の晴人さんは、声を弾ませる。

「楽しいな」

「えっ？」

「由衣さんがいると楽しいことが増えて、うれしい」

　穏やかな笑みを見せる晴人さんに照れてしまい、私は手元に目線を落とした。彼はいつも真っ直ぐに気持ちを伝えてくれる。

　うれしいのは私のほうだ。

「私もね……うれしいよ」

　彼にだけ聞こえるくらいの抑揚のない小声で答える。まな板から目が離せない私の耳に「フッ」という軽い笑い声が届いた。

　笑ったのは、もちろん晴人さん。

「由衣さんって、ほんとかわいいよね」

「は？」

　一瞬言われたことが理解できなく、落としていた視線を晴人さんに向ける。彼は楽しそうに私を見ていた。

　その笑顔に胸が高鳴る。

　うわ……なんかものすごくドキドキしてきた、どうしよう。

　心臓の動きが速くなるのに比例して、顔の温度も上昇してくる。

「俺さ、由衣さんのそういう照れた顔でぶっきらぼうに言ううれしいとかありがとうが、すごく好きなんだよね」

「えっ？」

「そうそう、そういう信じられないものを見る顔も好き。由衣さんと話していると、ほんと楽しくなる」

　私の顔はボッと沸騰した。たぶん真っ赤になっている。

　いつも晴人さんはうれしくなる言葉をくれるけれど、今日はそれに甘さが加わっている。私自身を『好き』と言われているのではないのに、好きなところを挙げられて返答に困り、顔を俯かせた。

　晴人さんはそんな私の顔に手を触れる。

「下向かないで……えっ、熱い。由衣さん？」

「もう晴人さん、やめて……」

　戸惑いの声を出す彼の手を振り払って、両手で顔を隠した。こんな恥ずかしい顔、見られたくない。

「俺、何かしちゃった？」

「ううん……ただうれしくなるようなことばかり言うから」

「うれしくなるようなこと？」

「かわいいとか……」

　胸の高鳴りは全然収まりそうもない。こんな状態では落ち着いて料理ができない。とりあえず原因である晴人さんに離れてもらおう。

　そうすれば、集中でき、彼の空腹も早くに満たせてあげられる。

「あの、晴人さん。あとは私がやるので、あっちで待っていてもらえる？」

　けれど、私の決心はどこ吹く風……晴人さんはあっさりと拒否した。

「いやだよ。ひとりで待っていても楽しくない。由衣さんといるから楽しいのにさ。邪魔しないから近くで見させて」

「ええっ！　うん……じゃあ、静かにしていてね」

　私は深呼吸を何度もして、できる限り平常な状態に気持ちを戻した。晴人さんの視線は気になるが、彼はいないものと考える。

　途中までのサラダをササッと仕上げ、フライパンを熱した。チキンライスをまず作って皿に盛り、卵を焼く。

　ここは素早くやらないと失敗するので、余計なことを一切考えずに動いた。焼いた卵をチキンライスに乗せて、真ん中に切れ目を入れると、中から半熟状態の卵が出てきた。

「はい、できあがり」

「わー、すごい！　お見事！」

　完成したふわとろオムライスを晴人さんに向けると、彼は手を叩いた。成功したのがうれしくて、私は胸を張る。

「うまくできて良かった。食べよう」

「うん！」

　自信作ではあるけれど、ソースは晴人さんが今夜食べようとしていたデミグラスソースやホワイトソースではない。ケチャップにウスターソースを加えただけのシンプルなソースが彼の口に合うだろうかと心配になる。

　どうかな？

　大丈夫かな？

「うわ、うま！　由衣さん、めちゃくちゃおいしいよ。お店のみたい」

「褒めすぎだよ。でも、良かった」

　晴人さんが目を輝かせて、褒めてくれたことに安心して、私も食べ始める。

　晴人さんは終始ニコニコ顔で食べていた。彼の笑顔は心を温かくしてくれる。私も同じように目を細めた。

















第三章　ぬくぬく満たされる












　弁当箱におかずを詰めていると、シャンプーの香りが鼻孔をくすぐる。シャワーを浴びたばかりの晴人さんは、私の弁当を見た。彼は毎日羨ましそうに見ているのだ。

「今日のも美味しそう。生姜の匂いが食欲をそそるね」

　晴人さんの鼻は、食べ物の匂いを敏感に捉える。よく見ようと顔を近付けてくる彼の洗いたてのサラサラした髪が、私の腕にかかった。

　近い、近い、近いよ……。

　じわりじわり晴人さんとの距離を開ける。

「鶏肉の生姜焼きの匂いだね。これ、冷めても美味しいからよく入れるの」

「いいなー、俺も食べたい。お願い！　今度から俺の分も作ってくれない？」

「んー、作るのはいいけど……でも、お弁当を持っていったことのない晴人さんが突然持っていったら、みんなが驚くよ。それに、私と同じおかずだと怪しまれると思うんだよね」

　特に女性社員が怪しんで詮索してくると思う。晴人さんに恋人ができたのではないかと誤解する人もきっといるだろうし、なによりも同じおかずだとどんな反応をされるか……。

　作った人は社内にいるのではないかと目を光らせて、私のお弁当に辿りついたら、絶対大騒ぎになる。その時、どれほどの非難を浴びるかと考えると、身震いしてしまう。

　うちの会社には積極的な女性が多く、人気のある晴人さんはあれこれ誘われている。誘いに応じてはいないようだけど、彼の動向を見守っている人は少なくない。

　晴人さんの断り方は優しいから、押して押しまくれば落とせるとがんばっている人もいる。

「晴人、由衣ちゃんを困らせちゃダメ。腹黒い女はたくさんいるのよ。由衣ちゃんがいじめられたら、どうするの」

　美冬さんが助け舟を出してくれたけど、晴人さんは拗ねた。

「そんなに俺、モテないよ？　でも、もしいじめられたら、俺が助けるから」

「助けるといってもね、中途半端に助けても意味ないのよ。それに由衣ちゃんだって、内心晴人の分まで作るの面倒と思っているわよ」

　美冬さんは私が思ってもいないことを言った。

「えっ、そうなの？」

　晴人さんは瞳を揺らして、私に確認する。私は首を横に振った。

「面倒なんて思っていないからね。でもね、やっぱり作るのはごめんなさい」

「ん……残念だけど、諦めるよ」

　しょんぼりする晴人さんを見て、心が痛んだ。いつでも笑顔でいて欲しいのにな。

　あ、そうだ！

　あることを思いついて「晴人さん」と呼ぶ。「何？」と返事する声は低かった。

「休みの日に作るから。それでどう？」

「休みの日？　会社に行かないのに家で食べてもね……そうか！　弁当持って、どこかに行こうということ？」

　私は作った弁当を家で食べることを提案したつもりだった。だけど、晴人さんは外で食べると勘違いする。

　ぱあっと表情を明るくさせた彼に、そこまで深い意味ではないと伝えるのが心苦しくなった。

　それでも勘違いさせたままにしても良いことにはならない。

「晴人さん、ちが……」

「あら、いいじゃない。これから涼しくなるから外でお弁当食べるの、楽しそう！」

　訂正しようとした私の言葉を美冬さんが遮って、晴人さんの思い違いに賛成した。美冬さんによって、思い違いを肯定された晴人さんは声を弾ませる。

「どこにしよう！　俺、考えるから、由衣さんも考えてね。あとで相談しようね」

　違うよー、ちょっと待ってー！　という私の心の声は届かない……。

「うん……」

　元気を取り戻した晴人さんに、また落ち込ませるようなことは言えなかった。でも、このふたりと出掛けたら楽しそうだ。

　東京生活は二年になるけれど、外でお弁当を食べるようなお出かけはしたことがない。いつにしようかとカレンダーをチェックする晴人さんを見て、何を作ろうかなと考えるのが楽しくなってきた。






　会社での昼休み、休憩スペースで弁当を広げていた私に、総務課の清原きよはらさんが話しかけてきた。

「小野沢さんのお弁当、いつも美味しそうだよね」

　突然背後からの声が降ってきたので、ビックリして振り向く。清原さんの隣には晴人さんがいた。

　清原さんは、晴人さんより一年先輩で晴人さんによくアプローチしている女性だ。昼食を一緒に食べることしか成功していないとぼやいていたのを聞いたことがある。

　でも、いつもふたりは楽しそうに話をしている。実は、今も食べる場所を相談する会話が聞こえていて、私のことを気に留めることなく通り過ぎていくものだと思っていた。

　だから、なぜここで足を止めるのかと訝しくなる。私がすぐに返答しないからなのか、清原さんは晴人さんに身を寄せて、彼を見上げた。

　晴人さんは微かに口元を緩める。

「そうだね、美味しそうだね」

　私の弁当の中身を知っているくせに、白々しく同意した。

　私の弁当についてここで話さなくていいから、速やかに外へ行ってほしい……ムカムカ……胃が変な感じになる。

　まだひと口も食べていないから、お腹が空きすぎて気分が悪くなったのかも。

　すぐに食べたいけど、褒められたのだから、お礼のひと言でも返さないといけないかな。

「ありがとうございます……」

「小野沢さん、どうした？」

　晴人さんが腹部をさする私を心配する。社内ではお互いに苗字で呼び合っているけど、最近は家で会話することが多いから、苗字で呼ばれることに違和感があった。

　私は顔をしかめて、軽く首を振る。

「ううん、何でもない。それより早く行ったほうがいいよ。昼休み、短くなっちゃう」

「何でもないのなら、いいけど……清原さん、行きましょうか」

「うん、行こう！」

　清原さんはうれしそうな顔で、晴人さんの腕に手を触れた。

　それを見て、また胃に不快感がこみ上げてきた。晴人さんが誰かと仲良くしているのを見るのは、イヤだな……あれ？

　私、まさか……嫉妬している？

　去っていくふたりの後姿を見たあと、胃の辺りをさすりながら、おかずを口に入れる。

　味がわからない……自分の気持ちもわからない……。

　晴人さんは優しいし、一緒に暮らしていて楽しい。美冬さんも同じで、ふたりに対して感じる気持ちは家族のようなものだと思っていた。

　でも……晴人さんを好きになっている？

　彼と距離が近くなった時に胸が高鳴ることが、何度かあった。美冬さんが近くにいてもドキドキすることはない。

　それは、晴人さんが男性だからであって……私、彼を男性として意識しているということなのかな？

　家族のように接してもらっている人を恋愛の対象とするのは、よくないと思う……どうしよう。

　でも、でも！

　嫉妬したからといっても、好きだとまでは確定できない。家族のように想っているから、妹としてお兄ちゃんを取られてしまう……そんな気持ちなのかもしれない。

　とにかく意識しないように気を付けよう。

　晴人さんはただの同居人。今のような和やかな雰囲気を壊さないようにしよう。

　少しだけでも首を擡げてきたよこしまな気持ちに蓋をするように、いつの間にか食べ終えていた弁当箱の蓋をしっかりと閉めた。

　しかし、固く閉めても開いてしまうことはある……。私の決意は簡単に緩んでしまった。






　数日後の朝、私はふたつの弁当箱におかずを詰めていた。

「ん？　由衣ちゃん、二個作っているの？　もうひとつは誰の？」

　美冬さんに問われて、私は一点を見つめる。晴人さんに頼まれた時は断っていたのに、結局作っているとは言いにくい。

　あの日の不快な気持ちは次の日も、また次の日も継続してしまって、このままではストレスで体調を崩しそうだと思った。それと、晴人さんも弁当を持っていけば清原さんと昼食を共にすることはないとも思った。

　私のストレス軽減のために、身勝手ながら作っている。

「えっと、これは……」

「もしかして晴人の？　またせがんだ？　あの子、たまにしつこいからね」

「晴人さんのですけど、しつこく言われてはいなくて……私が勝手に作っているというか、自己満足みたいなものなので、晴人さんが悪いんじゃなくて……」

　私はしどろもどろに答えた。

「ほんと由衣ちゃん、真面目よね。晴人なんて、庇わなくていいのよ。しつこくされて困ったら、私に言ってね。ガツンと言ってあげるから。ねー、ロンも由衣ちゃんの味方よねー」

　ちょうど私たちの足元に来ていたロンを私は抱き上げて、すりすりする。ロンはミャア、ミャアと小さく鳴いて、するりと私の腕から飛び出した。

　ロンからすれば、たまたま近くを歩いていただけで、私に甘えたかったわけではないようだ。

　朝食後、食器を片付けた晴人さんにハンカチで包んだお弁当を差し出す。

「良かったら、食べて」

「俺の？　マジで？」

　うれしそうに声を弾ませた晴人さんに安心して、私は「うん」と頷いた。いらないと言われたらどうしようかと不安だったからだ。

「ありがとう！　昼休み、一緒に食べていい？」

「えっ、それはちょっと……」

　一応同じ弁当に見えないよう、形や詰め方を工夫した。それでも元の食材は同じだから、弁当を並べたら同じ人が作ったものだとわかってしまう。

　それに、たくさんの人の目がある中で晴人さんと昼休みを過ごす勇気はない。注目されることが安易に予想できる。

「こら、晴人。また由衣ちゃんを困らせてるでしょ？　本当に由衣ちゃんがいじめられたら、どうするの？」

「もちろん俺が全力で守るに決まってる」

「ほー、なかなか言うわね。由衣ちゃん、どうする？」

　美冬さんが私の顔の前で手を振る。

「おーい、由衣ちゃーん」

　守ると言われて、私の胸はキュンとなった。晴人さんが私を守ってくれるなんて……気持ちがふわりと軽くなったけれど、美冬さんに呼ばれて我に返る。

　晴人さんに頼ってばかりではいけない。

「いいえ、ダメ。晴人さんとは食べません」

「ダメなの？」

　私の返事に晴人さんはガックリと首を垂れた。

「あら、残念！　晴人、振られたわね」

　美冬さんは晴人さんの背中を叩いて、慰める。

　晴人さんは暗い顔をしていたが、弁当をカバンに入れる時には本来の明るさが戻っていた。

「昼休みになるのが楽しみだよ。由衣さん、ありがとう」

「どういたしまして」

　晴人さんの穏やかな笑みに私も落ち着いた気持ちで、微笑み返す。

　今日はモヤモヤすることなく、静かに一日が過ごせそうだ。晴人さんが喜んでくれて、私の気持ちもらくになって、一石二鳥かも。

　最近沈みがちだった気分が上向きになり、体全体が軽くなった。だけど……思惑通りにはなかなかいかないことが起こる。

　昼休み、私はいつもの場所で弁当を食べながら、晴人さんの動きを気にする。自分のデスクで弁当を食べようとする彼の周りは人だかりになっていた。

　どうしてそんな多くの人に囲まれているの？

「そのお弁当、誰に作ってもらったの？」

「すごい美味しそう！」

「もしかして、彼女？　緑川さん、彼女できたんですか？」

　晴人さんはひとり静かに食べるつもりだったと思う。それなのに、大騒ぎになっていて、まだひと口も食べられないようだ。

　質問が飛び交う中で、晴人さんの戸惑う声が聞こえた。どう答えるつもりなのか？

　私は食べる手を止めて、箸を持ったままで耳をすませる。

「そんなに見られると食べにくいんだけど」

　晴人さんは自分を囲む人たちを追い払うよう、大きく両手を動かしていた。でも、誰ひとりとして離れない。

　多くの好奇に満ちた目に耐えられなくなったのか、晴人さんはため息をついた。この状況を打破するには、質問に答えるしかない。

「彼女はいません。これは、ある人に頼んで作ってもらったものです」

　晴人さんの発言にすかさず質問が飛んでくる。

「ある人って、誰？」

　誰もが同じことを思ったようで、うんうんと頷く人が多数だ。

「俺の大切な人です」

　その返答に「おお！」とか「キャー！」とか盛大な反応がして、フロア内の空気が大きく揺れる。それと、私の心も大きく揺れ動いて箸を落としそうになった。

　大切な人って……私のことだよね？

　そんなふうに想ってくれていることを初めて知って、胸の鼓動が速くなる。

　離れたところにいる私の動揺に気付く人は誰もいない。晴人さんの答えに対して、興奮していた人たちが口々に言った。

「とうとう、緑川さんにそんなお相手ができたなんて！」

「イケメンで性格もいいんだから、今までいないことが不思議だったんだよ」

「そうだよね。で、お弁当かー、いいな」

　彼女はいないという答えが薄れていて、大切な人とは恋人だという認識をされてしまったように思える。

　晴人さんの周りにいた人たちは、彼と弁当を微笑ましそうに見ながら離れていく。近くに誰もいなくなって、ようやく晴人さんは食べ始めた。

　野菜の肉巻きを口に入れて、笑みを浮かべた晴人さんはふとこちらに視線を動かした。

　こっそり見ていたことがばれてしまった……。

　晴人さんは私に向かって口を動かす。『おいしい』という口の動きを読み取れた。喜んでもらえていることがうれしくなり、小さく頷いてから私も再び食べ出す。

　私にとっても彼は大切な人だ。そんな人に食べてもらえることがうれしい。最近のムカムカ気分もなくなって、今日は私も美味しく食べられた。

　私たちの距離はあるけれど、姿が見える場所で同じ弁当を食べているという状況に楽しくなる。

　明日のおかずは、何にしようかな。






「いってらっしゃーい」と美冬さんに見送られて、晴人さんと私は海浜公園に来た。もちろんお弁当持参である。

　弁当を持ってのお出かけを私は三人でするものだと思っていた。が、晴人さんと美冬さんの見解は違っていて、晴人さんと私のふたりという意味だった。

　電車で隣に座る晴人さんの服装を改めて、じっくり見る。

　晴人さんは、オフホワイト色のシャツに濃紺のジーンズを着ている。私は、薄クリーム色のカットソーに濃紺色のスキニージーンズを合わせていた。そして、足元はふたりともホワイト色のスニーカーでデザインは違うが、同じブランドのものである。

　偶然にも似た服装になってしまったのだが、美冬さんに『ペアルックみたいね』とからかわれた。

　九月も中旬にさしかかり、陽射しはまだ強くても吹く風は爽やかになっている。私たちはゆっくりと園内を歩き、浜辺で裸足になって水遊びを楽しむ親子に目を細めた。

　休日ということもあり、まだ日中は暑いというのに意外と多くの人がいる。私たちは日陰になる木の下にシートを敷いて、座った。

　今日は、緑川家にあったピクニック用の弁当箱を使わせてもらっている。食材が傷まないように保冷材を入れた。

「わ、サンドイッチだ。おいしそう！」

　私が蓋を開けると晴人さんは目を輝かせた。いつもの朝は弁当を作っているところを晴人さんに見られているが、今日は見られないよう彼が起きるよりも早くに作り終えた。

　だから、中身を知らない晴人さんの反応が楽しみだった。

　きっと喜んでくれるに違いないとは思っていたが、実際その通りの反応で笑ってしまうくらいうれしくなる。

「三種類しかないんだけど」

「三種類もあれば、十分だよ。これチキン？　すごいボリューム」

「うん、入れすぎちゃったの」

　晴人さんが最初に取ったのは、照り焼きチキンとレタスとトマトが入ったもので、かなりの厚みになっている。注意して食べないとこぼれ落ちる。

　私も同じものを手に取り、晴人さんとほぼ同時にかぶりついた。我ながら美味しくできていると心の中で自画自賛。

　口の中がいっぱいなので、私たちは食べ終えるまで話せなかった。

　先に食べ終えた晴人さんが口の周りについたソースを拭きながら、言う。

「すごい！　これ、めっちゃうまい！」

　まだ口に入っている私は、噛みながら頷くことしかできなかった。口の中が空っぽになってから、ちゃんと返事をする。

「うん、美味しくできていて良かった」

「由衣さんの料理にハズレはないよね。何食べても美味しい。あ、付いている」

「えっ……あ、ありがと」

　口の端に付いていたソースを晴人さんが拭ってくれた。子供みたいで、恥ずかしい。ぎこちなくお礼を伝えると、晴人さんは慌てた。

「ごめん、つい触ってしまって。教えたらいいことだったよね？」

「ううん、ちょっとビックリしたけど、拭かないでいた私が悪いんだから、謝らないで」

　晴人さんは気の利くあまりついやってしまったのだろう。謝られるとこっちも困ってしまう。私が否定すると晴人さんも否定した。

「いや、悪いのは俺のほうだよ。勝手なことしちゃったから」

「えー、全然勝手なことじゃないよ。晴人さんは優しい人だから、言葉よりも行動に出てしまったんだと思う」

　お互いを悪くないと言い合っている私たちはハッと気付く。何でこんなことを言い合っているのだろうと。

　おかしなことだと気付いて、今度はふたりで笑い転げた。

「言い合うようなことじゃなかったよね？」

「うん。晴人さんが認めないから、ついムキになっちゃったけど」

「俺のせい？」

「ううん、私のせいかも」

　また言い合いだしてしまった私たちは、顔を見合わせて噴き出した。笑いがおさまってから、定番といえるタマゴサンドとハムチーズサンドを食べる。

　晴人さんはどれも美味しいと大げさに褒めて、食べ終わったあと寝転んだ。日陰にいても眩しさを感じるのか顔をしかめた。

「こういうところでお弁当食べるのって、学校の遠足以来かも。楽しいね」

　私は弁当箱を袋にしまいながら、晴人さんを見る。

「うん、私も楽しい」

　少し休んでから、私たちは園内にある水族館へ入った。館内は快適な温度が保たれていて、軽快に見て回れる。

　薄暗い中にあった段差の前で、先を歩いていた晴人さんが手を伸ばした。

「そこ、気を付けて」

「うん、ありがとう」

　晴人さんの手を握って、お礼を告げる。彼の手を握るのは初めてだ。指が長く、節がしっかりしている男らしい手なのに、温かかった。

　少し触れただけでもドキドキしてしまい、段差を難なく降りてすぐに手を離した。

　平常心でいられなくなった私は、動揺を晴人さんに悟られないようカラフルな魚が泳ぐ水槽に近寄る。

「わあ、きれい」

「きれいだね。あ、由衣さん。あっち、マグロが泳いでるよ」

「え、マグロ？　わあ、本当だー。すごいね」

　マグロは観賞用ではなく、食材として見てしまうと笑い合う。でも、こんな近くで泳ぐ姿はなかなか見られないと見入った。

「マグロが大好物のロンでも、これ見たらビックリするだろうな」

「うん、ロンよりずっと大きいものね。食べられると怖がるかも」

　口を大きく開けるマグロに驚き、逃げ出すロンを想像して私たちはまた笑った。ロンがここに来たら、大興奮して魚が泳ぐ水槽に激突しそうだ。

　最後はペンギンを見に行く。よちよち歩きはかわいいのに、水中で泳ぐ姿は機敏でかっこいい。いろんなペンギンがいて、ずっと見ていても飽きない。

　水族館を満喫した私たちは、この公園のシンボルともいえる観覧車を見上げた。夜だと観覧車のイルミネーションや乗っている間の夜景が楽しめる。

　しかし残念ながら、まだ日没まで時間があった。今日は天気が良いから、明るい時間だからこそ遠くまでよく見えそうだ。私は弾む気持ちで観覧車まで歩く。

　心なしか晴人さんの足取りが重いように感じた。疲れたのかな？

「晴人さん？」

「由衣さん、高いところ大丈夫？」

「私は大丈夫だよ。晴人さんは？」

「あー、俺も平気。じゃあ、乗ろうか」

　観覧車に乗る時、晴人さんはまた手を出した。彼は本当に気遣いのできる人だ。だけど、少し彼の様子がおかしくなった。

　今回は中に入ってから手を離そうとしても、ギュッと握られてしまい、私は戸惑った。それに、向かい合って座らずに並んで座る形となる。重みが片方に集中したから傾きが大きくなった。

　なぜ並んで座ったのかという疑問に対する答えは、上昇していく中での晴人さんの状態で判明する。彼の表情は硬くなっていて、ちょっと青ざめていた。

「もしかして、晴人さん……」

「ごめん！　平気と言ったけど、実は高いところ苦手なんだ」

「やっぱり……言ってくれたら、無理に乗らなかったのに」

「だって、カッコ悪いから」

　晴人さんの意外な弱点を知り、恐怖が少しでも和らぐようにと繋がる手に力を入れた。いつも私のほうが頼っているけれど、今は守ってあげたいと感じる。

「カッコ悪くなんかないよ。誰にだって、苦手なものはあるもの。あ、東京タワー！　晴人さん、あそこに東京タワーが見えるし、あっちにはスカイツリーも！」
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「えっ、あ……本当だ、すごいな」

　視線を前の座席から逸らさずにいた晴人さんは、私の指差す方向に目を動かした。青空の中できれいにそびえ立つ高層建築物に興奮して、思わず晴人さんを呼んでしまったけど、大丈夫だったかな。

　今になって、顔色を窺う。

「ごめんね」

「いや……真下じゃなくて遠くを見るほうが落ち着くみたい。由衣さん、ありがとう」

　お礼を言われるほどのことはしていない。でも、晴人さんにも高い場所だからこそ見える景色を楽しんでもらいたいから、私は声を張り上げて、あれはなんだ、あれも見えるとひらすら話した。

　景色を楽しむ余裕が少し出たようで、私と同じ方向を晴人さんも見て反応した。

「寒くなったら、空気が澄むから富士山もきれいに見えるらしいよ。今日は見えなくて、残念だけど」

　今の時期でもたまに見えることがあるようだけど、そんな奇跡の瞬間には、なかなか遭遇しない。

「富士山か、ここから見てみたいな。冬にまた来ようか？」

「えっ、でも。晴人さん……」

　高所恐怖症である晴人さんは、二度と観覧車に乗ろうとしないだろうと思った。だから、無理しないでほしい。

　心配する私を安心させようとしたのか、彼は微笑んでから繋がる手を顔の位置まで上げた。

「俺が怖くないよう、また手を握ってくれる？　由衣さんと一緒なら安心できるし、楽しめるからまた来たい」

　甘えるようなお願いに胸が締め付けられた。会社での晴人さんはとても頼りになる人なのに、家や外で甘えるギャップに心がかき乱されることがしばしばある。ツンデレなロンにちょっと似ているかも……。

「うん、怖くないようにずっと繋いでいるね。冬はイルミネーションも楽しみだよね！」

　先の約束ができて、声が弾んだ。

　地上に戻ってからも、手を離すタイミングを失ってしまった私たちは繋いだままで行動した。ドキドキする鼓動はおさまり、伝わってくるぬくもりから心までもが温かくなる。

　なんとも言えぬ温かさに浸かっているみたいな気持ちよさを感じて、ずっと晴人さんと一緒にいたいと思った。

　窓の外を眺めながら立つ電車内で、今日一日のことを思い出し、晴人さんの横顔をちらりと見る。

　私、この人が好き……。

　晴人さんの優しさ、晴人さんから感じる温かさ、晴人さんと過ごす楽しさ……生活を共にするようになり、彼への恋愛感情が生まれたことを実感する。

　晴人さんのことが好きかもしれないという気持ちは、間違いではなかった。やっぱり私は彼をひとりの男性として意識していて、惹かれていた。

　流れていく夕方の景色を見ていた晴人さんが、不意に視線をこちらに移す。私の視線を感じたのかもしれない。

　晴人さんはじっと見つめる私に、首を傾げた。

「由衣さん、どうしたの？」

「あ、えっと……お腹空かない？」

　色気のない質問をしてしまう……。

「そうだね、空いたな。夕飯、なんだろう？」

　今夜は美冬さんが用意してくれる予定だ。美冬さんも私たちが出掛けたあとで、外出すると言っていた。

　料理する時間がなく、何かテイクアウトするかもとも話していたが、私たちは美冬さんにお任せしている。

「それよりも由衣さん」

「何？」

「また今度、出掛けようね。今日楽しくてさ、なんか今すごく満たされている気分なんだ。だから、またこんなふうに出掛けたい」

　晴人さんは繋がっている手をあげて、要望を言う。手を繋いでお出かけ……まるでデートのようで、私も同じように心が充実していた。

　また観覧車に乗るという以外の約束までできるなんて、非常に喜ばしい。好きな人と一緒に過ごせる休日は、大歓迎だ。気持ちを伝える勇気はしばらく出せそうにないが、賛成した。

「私も晴人さんとまた遊びたい。今度はどこに行く？」

「やった！　どこにしようか？」

　晴人さんは真っ白な歯を見せて、喜んだ。私たちは家に着くまでの間、様々な場所を口にした。

　そして、私が行ってみたかったショッピングモールに決まる。晴人さんとの買い物、楽しそうだな。

　新たな約束に心は浮かれ、本当に良い一日だったとこの日の夜はいつもよりも穏やかな気持ちで眠れた。

















第四章　ハラハラ乱れる












　退社する時から、空模様が怪しかった。

　残暑が和らぎ、過ごしやすくなってきていたというのに、今日はまた夏に戻ったかのように日中の気温が高かった。

　こういう日は大気の状態が不安定になりやすい。電車を降りると、いきなりのどしゃ降りに見舞われた。しかも雷まで鳴りだすという……最悪だ。

　灰色の空を見上げて、少し待つべきか急いで帰るべきかと迷った結果、大量の雨に向かって、傘を広げた。

　傘をさしていても服や靴が濡れてしまい、帰宅してすぐに着替えた。ひと息ついてリビングに足を踏み入れた時、稲光が走る。

「ヒィ！　キャア！」

　身を屈めて頭を抱えると、雷の音が近くで聞こえた。かなり近くに来ている……。

　身動きできずにいる私にロンが怯えてすり寄ってきた。

「ロンも怖いよね……キャッ！」

　また空が光って、すぐ近くで雷が落ちたような音がした。ロンを胸の中におさめて、天井を見上げる。

「えっ、うそ……停電？」

　電気が消えて、真っ暗になった。窓から隣の家を見てみる。同じように暗いが、留守なのか停電なのか判断できない。

「ど、どうしよう……ロン、どうしたらいい？」

　心細くなり、ロンを撫でる。ロンも異常を感じたようで、静かにしている。

　晴人さん、まだだろうか。

　たぶん今日は遅くならないはずだから、電車が止まっていない限りそろそろ帰ってくる頃だ。

　もし晴人さんも美冬さんも帰ってこなかったら……今夜ひとり？

　灯りのつかない家でひとりなのは怖いし、寂しい。

　再びロンを抱きしめると苦しかったのか、腕の中から飛び出した。

「ロン！　待ってよー」

　暗闇の中で目を凝らして、ロンの動きを追う。大きな落雷で腰が抜けていた私は、立てずに床を這いつくばった。

　そろりそろり動く私の先には玄関がある。ロンが玄関に到着するとドアが開かれた。

　入ってきたのは晴人さんで、息を切らしている。私は声を潜めて、彼を見つめた。彼は私がいることに気付いていない。

「はぁ、ひどい夕立だ。由衣さん、大丈夫かな？　由衣さーん！」

　彼の呼び掛けに返事をしないでただ腕を伸ばすが、まだ届く距離ではない。晴人さんは靴を脱いで、上がる。

「お、ロン。由衣さんはどこ？」

　私は、ロンの姿を確認して歩みを進めていた晴人さんのズボンの裾を掴んだ。

「うわっ！　びっくりした、由衣さん？」

　突然掴まれた晴人さんが驚くのは当然だろう。晴人さんは身を屈めて、震える私の手を握った。

「由衣さん、どうしてこんなところにいるの？」

　まだ声を発しない私を怪訝そうに見る。

「雷、落ちた、電気、消えた、真っ暗、怖い」

　単語しか言わない私を晴人さんは「フッ」と笑った。なんで笑うの……怖かったのに……。

「ごめん！　笑っちゃいけないと思うんだけど、かわいく見えてね。うん、怖かったんだよね。由衣さん、雷苦手？」

　そう言って、晴人さんは私を抱き寄せた。彼の胸に顔を付けた状態で、私は頷く。

「うん……苦手なの。落ちた音がして、怖かった」

　私を撫でる晴人さんの手によって、震えがおさまってきた。

「由衣さんにも苦手なものがあって良かった。俺も守れる」

「えっ？」

　晴人さんの言ったことを聞き直そうと顔をあげた時、彼の顔がクッキリと浮かび上がった。

「あ、ついた」

　電気がついて部屋が明るくなり、ふたり揃って首をあちらこちらにと動かす。

　私たちは今、玄関からリビングに向かう途中の廊下にいた。

「雷、遠のいたみたいだね」

　雷だけではなく雨の音も小さくなっている。

「うん……あの、もう大丈夫だよ？」

　かなり密着していることに今さらながら、恥ずかしくなった。だが、彼からは離れる気配がまったく感じられない。

　どうしたのだろう？

　私を見つめる晴人さんの瞳には力がこもっていて、その真剣なまなざしから視線を外せなくなる。

　何かを言おうとしている？

　少しの沈黙のあと、近い距離で短い言葉が聴こえた。

「好き」

「えっ？」

　告げられたひと言がすんなり頭に入ってこなくて、聞き返す。晴人さんは目力を緩めて、目尻を下げた。今度は優しげな目だ。

「由衣さんが好きなんだ。前からずっと好き」

「前から？」

　また聞き返す私に彼は口元を緩めた。

「うん。由衣さんが入社してきた時から好きだった」

「入社した時から？」

「そう、一目惚れってやつだね」

　晴人さんの告白に私は「ええっ！」と体をのけ反らせた。私、そんな一目惚れされるような美しい外見をしていない。ごく一般的な容姿であって、これといった特徴もない体型だ。

　晴人さんの視力、実は悪いのかしら？

「最初に挨拶した時の由衣さんの瞳、澄んでいて絶対嘘のつけない誠実な人だと思った」

「えっ？　それ、私が感じたことだよ？」

　私の返しに晴人さんは鳩が豆鉄砲をくらったような顔をした。それから、頑として否定する。

「俺、由衣さんみたいなきれいな目をしていないよ。それに、全然誠実じゃない」

　晴人さんの自己評価の低さに驚く。謙遜しているにしても、自分のことをわかっていなさすぎる。

　私は、必死に晴人さんの良さを語った。

「私、晴人さんの曇りのない目を見て、とても正直な人なんだろうなと思ったの。実際、晴人さんは誰にでも優しくて、みんなに信頼される人望の厚い爽やかな人で眩しく見えた。中途入社で馴染めないでいた私に対しても優しく声を掛けてくれて、困っているとすかさず手を差し伸べてくれた。それに素性も知れないような私を心配して、一緒に住もうと言ってくれる人はなかなかいないよ」

「由衣さん、買い被り過ぎだよ。俺が優しくするのは由衣さんだからであって、ここに住んだらと提案したのもね、あわよくば付き合えるかもという下心があったからなんだ。俺は不誠実なヤツなんだよ。下心を隠して近づく卑怯なヤツでもある」

　晴人さんが腹黒くて、周囲を欺くような人だったら、確かに最低な人といえるだろう。

　でも、私が今まで見てきた彼は違う。私が好きになった晴人さんは、そんな人ではない。今の話を聞く限りでは、私に好かれようとしての行動だったと思う。

　自分に好意を抱いてもらうために、自分を良く見せようとするのは理解できる。

　私も同じようなもので、家だと素顔も見られるから、肌や髪の手入れを念入りにするようになった。晴人さんの目に映る私が少しでもかわいく見えるよう、部屋着にも気を使っている。

「つまり晴人さんは私と付き合いたくて、画策したのよね？」

「そうズバリ言われると面目ないけど、由衣さんを他のヤツに取られたくなかった。気付いていないと思うけど、由衣さんは人気あるんだよ？」

「私に人気？　ないよ。ない、ない」

　手を大きく振って、異を唱える。すると、晴人さんは盛大なため息をつく。

「やっぱりわかってないよね。入社して半年くらいまでの由衣さんは気持ちを閉ざしている感じで、誰とも打ち解けていなかった。でも、徐々に慣れてきて柔らかな笑顔を見せるようになって、かわいいと言われているんだよ。だから、俺は焦った……誰よりも先にかわいい部分に気付いて好きになったのに、他の誰かに奪われてたまるかとね。俺を見てくれるように必死になったんだ。で、ひとつ屋根の下で暮らせている今の状況をめちゃくちゃ楽しんでいる」

　私が周囲と打ち解けて話せるようになったのは、晴人さんのおかげだ。私の表情が変わったのも晴人さんがいてくれたからだ。

　晴人さんは包み隠さないで、今までの想いを真っ直ぐにぶつけてくれた。誠意ある告白を聞いて、私の気持ちは揺るぎないものとなる。

「私も晴人さんが好き。晴人さんの目に映るのは私だけであってほしい。他の人を見ないでほしい」

　独占欲をあらわにして、想いを吐き出した。

　晴人さんは目を見張ってから、私を引き寄せて再び抱きしめる。

「なんだよ……そんなかわいい告白、たまらない。俺を由衣さんのものにしてよ。絶対に離れないし、もちろん離さない」

　晴人さんの背中に腕を回して、しがみついた。

「晴人さん……」

「由衣さん」

　見つめ合う私たちは、お互い顔を近付ける。あと少しで唇が重なり合うすれすれのところまで接近した時、家の電話が鳴った。

　動きを止めて、音がする方向に顔を向ける。

「晴人さん、電話鳴ってる」

「ああ、うん……」

　名残惜しそうに私から離れて、晴人さんは電話を取りにいった。電話は美冬さんからで、私たちふたりのスマホにかけたけど、出なかったから家にかけたとのこと。

　晴人さんは「わかった」と言って、受話器を置いた。

「由衣さん、姉さんからで……えっ」

　晴人さんは私に報告する途中で、動揺する。

「ゆ、由衣さん？」

　晴人さんのあとをつけていた私は彼の背中に抱きついていた。気持ちが昂っていたところで離れたから、寂しくなって彼のぬくもりを求めた。

「美冬さん、なんて？」

　気分が高揚していても、意外に冷静な声が口から出る。だからなのか、晴人さんの声も落ち着いていた。

「会社から駅に行くまでの道で雨に降られてびしょ濡れになったから、一時避難で彼氏の部屋に行ったらしいよ。で、今日はそこに泊まるって」

　最後の言葉に私は固まった。

　泊まる？

「美冬さん、今夜帰ってこないの？」

「そう、今夜はふたりきり。どうする？」

　晴人さんは後ろから回していた私の手を握った。私は彼の背中で体を揺らし、現在の状況確認を脳内でする。

　今夜美冬さんはいない……ふたりだけ？

　今日お互いの想いを伝え合ったのは想定外のことだったけど、今聞かされた事実も想像を超えていた。帰るのが遅くなると伝えてきたのかと思っていたから、帰ってこないとは考えもしなかった。

　静かになっていた心臓が急速に動き出す。

　どうすると言われても、どうするものなの？

「あの、私、心の準備が出来ていなくて……」

　自分から離れないと密着しておきながら、今置かれている状況を理解した途端に心がジタバタと暴れ出した。慌てて離れた私の肩を、振り返った晴人さんが掴む。

　じっと見つめられて、私は目を泳がせた。

　真っ直ぐ見れないよ……。

　どうしよう？

　今、何したらいいの？

「そうだ！　ご飯の支度しますね。こんなことしている場合ではないです。晴人さんは着替えてきてください。濡れたままでいたら、風邪ひきますよ」

　早口で話す私に晴人さんは目を丸くさせて、楽しそうに笑った。

「やっぱり由衣さんは、かわいいね。どうしてそんな丁寧な喋り方になっているの？　それにこんなことって、どんなこと？」

　先ほど動揺していたのは晴人さんだったのに、今は私のほうがパニックになっている。意地悪そうに問う晴人さんから、さらに距離を取ろうと後ずさった。

「あはは……こんなことって、何だろう？　私、何言ってるのかな……あははは」

　乾いた笑い声で誤魔化そうとするが、苦しい言い逃れだ。

　晴人さんはニヤリと片方の口角をあげた。初めて見た表情に胸が高鳴る。良からぬことを企んでいる様子なのに、なぜか期待してしまった。

「こんなことって、こういうことかな？　電話鳴る前の続きしようか？」

　晴人さんから爽やかさが消えた……。

　意地悪な感じの笑みを浮かべた彼は、私の顎に手を添えて、上を向かせる。目を細めて形の良い唇を近付けてきた。私が目を閉じるとキスを落とした。

　触れるだけの優しい口づけを二度してから、深いキスへと進化させていく。微かに緩んだ口から素早く舌が滑り込んだ。

　熱い舌の侵入を許して、受け止めた。とろけるようなキスに頭がぼんやりしてきたけれど、晴人さんの手が私のシャツの裾から入ってきて、素肌に触れたのでハッと意識を取り戻した。

「わわっ！」

　色気のかけらもない声が出た……。晴人さんは驚いたようで、手を服の外に出して、首を傾げる。

「由衣さん？」

「ごめんなさい。あの、イヤだとかいうんじゃないんだけど、その、心がついていかなくて……」

　うまく今の気持ちが説明できなくて、言葉に詰まる。どう伝えるのがいいのかと思い巡らせたが、先に晴人さんが私の心情を察した。

「ごめん。さっき心の準備ができていないと言われたのに、がっついてしまって……困らせたよね？　ものすごくかわいい反応するから、抑えられなくなった。余裕なくて、かっこわる……」

　私の頭を優しく撫でながら謝る晴人さんは、よく知る晴人さんだった。大人の色気をたっぷりと漂わせる彼も好きだけど、こっちの彼のほうが安心できる。

　私は晴人さんの胸にこつんと頭を付けた。

「晴人さん、大好き……」

「うわっ……由衣さん、勘弁して。これでも必死に抑えているんだから、煽らないで」

　晴人さんは顔を赤くして、手の甲を額に当てた。困惑する彼を見て、私も気恥ずかしくなり、くるりと背中を向けて顔を両手で覆った。

　好きという気持ちが溢れ出て、止めようとしてもこぼれてしまう……私も抑えないと晴人さんを困らせるだけだ。

　その後、無言になった私たちはどことなく気まずくなって、私がキッチンへ行くと晴人さんは二階へあがった。深呼吸をして、昂りを落ち着かせてから夕食作りに取りかかる。

　夕食時に美冬さんがいないことはこれまでもたびたびあったので、私たちはいつもと変わらない和やかな食事をした。

　食後は、順番に入浴。先に入った晴人さんを待つ間、ロンを膝に置いてスマホをいじる。紗希から画像が届いていた。

　最近飼い始めたというトイプードルの愛らしい顔のアップに「かわいい」と顔が緩む。

「でも、ロンもかわいいものね。ロン、撮らせて」

　ロンをソファーに置いて、左右上下にとスマホを動かした。

　いろんな角度から撮影して、送信するのを選択しているとまた紗希から画像が届いた。今度は旦那さんが撮影してくれたトイプードルとのツーショットで、それに影響されて私もツーショット撮影にチャレンジする。

　今までも何度かロンとの撮影を試みていたが、一度も成功していなかった。

「んー、うまく撮れないな。ロン、こっちよ」

　望むようにスマホを見てくれないロンに焦れる。下や後ろを向く顔の見えない画像が増えていった。

「これじゃ、かわいさが伝わらない。ロン、もう一回……あー、待ってー」

　飽きたのか、嫌気がさしたのかロンは自分のクッションへと行ってしまう。

「由衣さん、何してるの？」

　床にへばりついてロンにスマホを向けていた私を晴人さんは不思議そうに見る。彼は入浴を終えていた。

「ロンとの写真が欲しくてがんばってみたけど、うまくいかないから、かわいいロンをいっぱい撮ってるの」

　床に這いつくばる私は不格好に見えるだろう。こんな姿を見られたことに恥ずかしくなって、その場で正座した。

「貸して、撮ってあげるよ。ロンを抱っこして」

「うん」

　晴人さんにスマホを渡して、ロンを抱えた。ロンに顔を寄せて、スマホを持つ晴人さんを見る。

「ローン、こっちー。由衣さん、笑って」

　晴人さんはロンに手を振って、私に笑顔を要求した。変な笑い方になっていないかな。

　何枚か撮影してくれた晴人さんからスマホを返してもらおうとしたが、何かを思いついたようで動きを止める。

　私は伸ばしかけた手を引っ込めて、言葉を発しようとする晴人さんを待った。

「スリーショットにしない？」

「スリー？　いち、に、さん？」

　ロン、晴人さん、私の順で指差しする。晴人さんは「うん！」と笑みを浮かべた。

　念願のツーショットが撮れただけでもうれしいのに、スリーショットはもっとうれしくなる。

「うん！」と元気よく頷いた私は、ロンを抱いて晴人さんにくっつく。彼は私と同じ高さになるように頭を下げて、頬が触れ合うくらいまで近寄った。

　うれしそうに笑う晴人さんを横目で見て、私も微笑む。撮る瞬間にロンがそっぽを向くので何枚も撮った。

「これだけ撮れば、一枚くらい良いのあるかな」

「そうだね。あ、これ、いい感じ！」

「どれ？　あー、由衣さんかわいいね」

「いやいや、私じゃなくてロンがかわいいよ」

　晴人さんは身を寄せて、私のスマホを一緒に見ていた。私はロンよりも晴人さんに目が奪われるのに、彼は私に目がいくようだ。

　晴人さんのような自然な笑顔ではなくて、強張った顔で写っている私はかわいく見えない。自分を切り取って、ロンと晴人さんだけに編集したいくらいだ。

「ねえ、由衣さん」

「うん？」

　画面をスクロールする私の手に、晴人さんは自分の手を重ねる。ドキッとして、彼を見た。

「ふたりだけのも撮らない？」

「私たちふたりで？　いいけど」

　私は素っ気なく了承するが、実は心を躍らせていた。ロンと晴人さんのショットよりも、晴人さんと自分のショットのほうが手に入れたかったのだ。

　この前海浜公園に行った時、ひそかに思っていても言い出せなかった。

　以前付き合っていた人には撮ろうとして、断られたことがあった。今思えば、浮気という証拠を残されたくなかったんだろうな。

　苦い思い出がよみがえり、胸が痛む。

　視線を下に落としていた私を晴人さんが心配そうにのぞき込む。

「由衣さん、突然どうした？　どこか痛いとか？」

　晴人さんは、いつも少しの変化でも気づいてくれる。優しい彼を不安にさせてはいけない。私は首を横に振って、明るい声を出した。

　楽しく過ごしている時に辛かった過去を思い出すなんて、バカだ。晴人さんはあの男と違う。晴人さんをしっかりと見なくては！

「ううん、どこも痛くないよ。どんな顔にしようかなとちょっと緊張しちゃった」

「そう？　じゃあ、はーい笑って、笑ってー」

　晴人さんの砕けた呼びかけがおかしくて、満面の笑みをスマホに向けた。

「はーい！　……えっ？　ちょっ、晴人さんっ！」

　晴人さんも同じようにしていると思ったのに、彼が見ていたのは私だったらしい。頬に晴人さんの唇が触れるまで気が付かなかった。
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　このキスショットはスマホにおさめられる。私は削除しようと思いつつも、恥ずかしさとうれしさが入り混じった気持ちが出てきて、その画像を見るだけで頬を紅潮させた。

　誰にも見せられないけど、こっそり宝物にしよう。

「由衣さん、それ俺に送ってよ。待ち受けにする」

「えっ、待ち受けはやめて！」

「いいじゃん、すごくいい写真だもの」

「ダメダメ、誰かに見られたらどうするの？」

　力いっぱい拒否する私に晴人さんは眉根を寄せた。なぜ不機嫌顔に？

「そんなに嫌がらなくてもよくない？　俺は自慢したいだけなんだけど」

「いや、あの、自慢って、これを？　えっと、自慢にしないで、秘密にしてほしい……」

　徐々に声を小さくして、上目づかいでお願いした。晴人さんは尖らせていた口を弓なりにして、私の肩を抱く。

「キスしてくれたら、由衣さんの言う通りにしてあげる」

「キス？」

「うん。はい、どうぞ」

　晴人さんは正面を私に向けて、目を閉じた。まつ毛が長くてきれいな顔……じゃなくて！　キスーーー？

　どこに？　まさか口？　ムリムリ！

　だけど、晴人さんが待っている……。

　あり得ない要求に動きを固めていた私は、ロボットのように動きだして晴人さんの額に唇を触れた。

　晴人さんは目を開けて、不平を述べる。

「場所が違う。ここ」

　唇を指差された。やはり、そこがご希望ですか……。

　再度目を閉じた晴人さんの唇に触れるギリギリまで寄って、えい！　と自分の唇を押し付けた。その瞬間、グイっと肩を引き寄せた彼は濃いキスを望んだ。

　わっ、また舌が……本日二度目の濃厚なキスは、一度目よりも長い間離れない。熱い舌を絡められて、体の力が抜けていき、吐息が漏れる。

　もう何も考えられないよ……。

　しかし、ロンがここで「ニャアー」と鳴いた。私たちはキスを止めて、ロンを見やる。確かに今鳴いたのはロンだったが、素知らぬふりで毛づくろいしていた。

「邪魔しておいて、その態度はひどいな」

　晴人さんはロンを睨んだ。でも、本気で怒ってはいなくて、その睨む瞳に強い光はない。私はクスッと笑った。

　ロンに止められなかったら、このまま流されてどうなっていただろう？

　晴人さんは頭をかいた。

「ごめん。俺の理性はどこにいったんだろうな。欲求不満なガキみたいだ」

「そんなことないよ。私こそごめんなさい。いい年して、心の準備ができていないと逃げてしまって」

「由衣さんは全然悪くない。お風呂入ってきなよ。明日も仕事なんだから、遅くならないうちに寝よう」

「うん……」

　晴人さんは優しいから、無理強いを決してしない人だ。私は甘えてばかりだな。ちょっと強引な彼も嫌いではないけれど、今は安堵する気持ちのほうが大きかった。






　翌朝、二人分の弁当を作っていると晴人さんが下りてきた。起きたばかりの晴人さんの目の焦点は定まっていない。

「晴人さん、おはよう」

「んー、おはよ……」

「えっ？」

　普段なら洗面所に向かうはずの晴人さんは、ソファーに寝転んだ。

　体調が良くないのかな？　昨日雨に濡れたから、風邪をひいた？

　弁当作りを中断させて、晴人さんのもとに行く。

「晴人さん、大丈夫？」

　体温を確認しようと晴人さんの額に手を触れる。熱くはないけれど、これから発熱するのかもしれない。

「晴人さん、体だるいの？　キャッ！」

　突然腕を引っ張られて、私は前のめりになった。晴人さんにすぐさま、羽交い締めされる。まるで抱き枕のようになってしまい、彼の腕の中でもがいた。

「晴人さん！　放して……遅刻しちゃう」

「んー、由衣――。もう少しー」

「えっ？」

　まどろむ晴人さんは私を呼び捨てにした。甘えるようにしがみつく晴人さんの心臓の音を聞く私の心臓は、彼の心臓よりも動きが速くなる。

　この状態はやばい。

　頭を混乱させていると、玄関からドアのロックが解除される電子音が聞こえた。

　えっ、誰か来た？　こんな朝早くに？

「晴人さん、起きて！」

　押しのけようと、思いっきり力を入れた。

「ただいまー。ん？　晴人、何で床に転がっているの？」

　入ってきたのは、美冬さんだった。リビングのドアが開かれる間際に、引き離された彼は床に落ちた。

「美冬さん、おかえりなさい。晴人さん、寝ぼけていて落ちました。晴人さん、大丈夫？」

　私は、呆然としている晴人さんを見下ろした。

「由衣、ひどい……」

「こらっ、晴人。起こしてくれた由衣ちゃんになんてこと言うの？　さっさと顔を洗ってきなさいよ」

　晴人さんは美冬さんに頭を軽く叩かれて、起き上がった。洗面所に向かう彼を見送ってから、美冬さんは謝った。

「由衣ちゃん、ごめんね。私の分のご飯はいらないから、着替えてくるね」

「はい、わかりました」

　まさか朝に美冬さんが戻ってくるとは思わなかった。危なかった……抱き合っている姿を見られなくてよかった。

　今日は早朝会議があるからと美冬さんは、晴人さんがシャワーを浴び終えるよりも早くに家を出ていく。

　晴人さんはテーブルにある二人分の朝食を見て、首を傾げた。

「あれ？　姉さんは？」

「もう出たよ」

「慌ただしいな」

「そうだね、帰ってくるとは思わなくて、ビックリしちゃった」

　朝食後の後片付けを晴人さんがしてくれている間に、私は身支度を整えた。ふたり揃って家を出たが、駅のホームで私は足を止める。これまでも私たちは駅まで一緒に歩くことがあったけれど、ここからは時間をずらして別の電車に乗っていた。

　会社の人に怪しまれないために私がお願いしたからだ。だから、今日も同じように言う。

「晴人さん、先に行って」

「どうして？　これからは一緒に行こうよ」

「でも……」

　昨日から私たちの関係は変わった。だけど、それは私たちの問題であって、他の人に知られる必要はない。

　私がそう思っていても、晴人さんの考えは違う。彼はお互いが納得して付き合っていることを隠すのはおかしいと主張する。

　それでも私は自分の意志を曲げないで、晴人さんに伝える。彼は優しいから、折れてくれた。

「由衣にさ……あ、由衣って呼んでもいい？」

「うん、呼び方は晴人さんに任せる」

　晴人さんは半分寝ている状態で、すでに呼び捨てしたことを覚えていないようだ。

「俺のことも晴人でいいよ。それで、前にも言ったけど、由衣にイヤな思いをさせたくないから、俺たちのことは隠してもいい。でも、もし由衣に何かあったら俺が全力で守るから」

「ありがとう」

　優しくも力強い言葉を聞いて、胸が熱くなる。晴人さんの気持ちに偽りはまったく感じられないし、いつも私のことを考えてくれている。

　これからもきっと大切にしてくれるだろうし、私も晴人さんを大切にしたい。

　先に乗っていく彼に手を振りながら、強く思った。

















第五章　ふわふわ包まれる












「ゆーいー、おはよー」

　寝起きで脱力感満載の晴人さんは私の後ろから顔を出して、肩に頭を預けた。

「おはよう」と返すと私の首筋にすりすりして、「んー」と甘えた声を出す。猫ロンみたいだな。

　首から顎あたりに触れる髪がくすぐったい。寝ぼけまなこの晴人さんはかわいく思えて、つい頭を撫でてしまう。

　朝の彼はロン同様に癒される存在となっている。でも、忙しい朝は一分一秒が貴重で、のんびりしていられない、

「晴人さん、ちゃんと目開けて」

「んー」

　撫でる手に少々の力を加えて、揺する。頭を起こした晴人さんと至近距離で目が合った。でも、私を認識しているか不明だ。

「起きた？」

「うん……」

「顔洗ってね」

「うーん……」

　まるでお母さんと子供のような会話。こういう彼は、末っ子だからなんだろうなとつくづく思う。

　私にも弟がいるけれど、晴人さんみたいに素直ではなく、ひねくれていて生意気だ。

　この前、美冬さんと晴人さんのお姉さんが来て、晴人さんのことを教えてくれた。お姉さんの名前は千秋ちあきさんといって、晴人さんに似ていた。

　美冬さんも晴人さんも『千秋ちゃん』と呼んでいた。訊くと、美冬さんが呼んでいたのを晴人さんが真似たらしい。

　晴人さんにはだらしないところがあるが、いざとなると機転が利いて頼りになる優しい弟だと千秋さんは話した。

　私もその通りだと思いますと同意したら、よく解っているのねとうれしそうにしていた。

　年が離れているから、いつまでも子供に思えてしまってと、晴人さんを温かい目で見る千秋さんも美冬さんと同じように優しいお姉さんだと感じた。

　晴人さんは、自分のことを話されるのに照れて、私たちの会話に参加しないでロンとじゃれていた。

　そんな気の利く彼が私の後ろ髪を撫でる。

「ここ、跳ねてるよ」

「どこ？　見えない……」

　鏡の前で寝ぐせを直すためのスプレーとくしを持ち、頭をあちこちに動かしてみる。跳ねている部分が見つからなくて、もどかしい。

「貸して」

「ありがとう」

　持っていたスプレーとくしを渡して、晴人さんに直してもらう。

「由衣の髪、サラサラだよね」

「晴人さんもサラサラしてる」

　どっちのほうがよりきれいな髪なのかとお互い触りあって、笑う。忙しい時間帯だということを忘れて、のんきなことをしてしまう。そんな私たちのもとに、バタバタと小走りする足音が近くまで来た。

「由衣ちゃーん……ああ、晴人もここにいたのね。まだそんな格好してるの？　早く動きなさいよ。それでね、由衣ちゃん、来てもらえる？」

「はーい」

　美冬さんに急かされて、顔を洗う晴人さんを横目で見てから、廊下へと一歩踏み出した。その時、私の体は後方に引っ張られた。

　な、何？

　驚いて振り向くと、頬にキスされる。洗顔したばかりの晴人さんの顔はタオルで拭いたものの、まだ少し濡れていて触れられた頬がひんやりした。

　でも、冷たさを感じたのは一瞬で私の顔はすぐに熱を帯びる。

「ちょっと、何をするの？」

　美冬さんが戻ってくるのではないかと懸念して、晴人さんの胸を押した。注意されても、性懲りもなく「もっと」とさらに私を引き寄せる。

　またキスをしようとする彼の顔を、私は手のひらで阻止した。

「あれ？　由衣ちゃーん」

「はい！　今行きますー！」

　美冬さんに再度呼ばれた私は晴人さんを置き去りにして、キッチンへ小走りした。

「えー、由衣ー」という悲痛な声は聞こえなかったふり。

　交際を始めてから、晴人さんは美冬さんのいない場所であれやこれやしてこようとする。そういう行為はうれしいけれど、いつ見られるかわからない状況に私は、ハラハラするばかりだった。

　美冬さんが留守でしばらく帰って来ないのがわかっているのなら構わないけど、美冬さんが家のどこかにいてもお構い無しに密着するから、私としては気が気ではない。

　晴人さんは、美冬さんの目を盗んでのイチャイチャするスリルを楽しんでいるように思える。

　美冬さんに私たちのことを内緒にしてはいない。報告しようかとふたりで話したこともあったが、改まって報告するのが恥ずかしいとなり、まだ知られていない状態だ。






　休み明けの月曜日、総務部長がニコニコ顔で私のデスクに来た。

　何か良いことでもあったのかな？

　と、思ったが……とんでもないことを言い出した。

「一昨日、デートしている小野沢さんを見たよ」

「えっ、一昨日？」

　一昨日とは土曜日のことで、その日は晴人さんと買い物を楽しんでいた。冷や汗が流れそうになる私に気にすることなく、部長は話を続ける。

　部長の声は大きいので周囲の人たちの耳に入ったようで、チラチラとこちらを見る視線を感じて隠れたくなった。

　私は顔を引きつらせて、部長に小声で買い物していたショッピングモールの名前を伝える。

　ささやき声で返す私の心中を察知してほしかったけど、こちらの思惑通りにはいかないものだ。

　返答する部長の声は変わらず大きくて、しかも上機嫌にしゃべり出す。

「俺も家族と買い物していてね。いやー、でもさ、小野沢さんも水くさいな。付き合っているなら、教えてよ。ビックリしたけど、ふたり美男美女でお似合いだよね。手を繋いで楽しそうにしていたから、邪魔しちゃいけないと思って、声はかけなかったんだけどね」

　その時に見守ってくれていたなら、今も声をかけないでいただきたかった。

　私の向かい側に座っている男性社員が興味津々な顔で、部長に訊ねる。

「小野沢さんの彼氏さんは、部長のお知り合いの方だったのですか？」

　その質問に対して、部長はさらに声を張り上げた。その声は総務部のフロア中に響きわたる。

「そう！　緑川くんだったんだよ！」

「緑川さん？　総務課のですか？」

「そうそう、総務課の緑川くん。あれ？　いないなー」

　部長は総務課に目を向けて、晴人さんの姿を探す。私も同じように彼のデスクを見たが、不在だった。

　部長の話は隣の総務課の人たちの耳にも届いていた。みんなの視線が刺さって、逃げ出したい。彼がこの場にいないほうが良かったのか、いたほうが良かったのかの判断は難しい。

　あちらこちらでひそひそと話す声が断片的に耳に入ってきた。

「緑川さんと小野沢さん」という部分だけがクリアーに聞こえた。人気のある晴人さんの相手が私だという事実にいたたまれなくなる。

　そんな中で、ひときわ鋭い視線を感じた。その視線を辿ると、清原さんがいた。彼女の両隣には、清原さんが仲良くしている人たちがいて私に睨みをきかせている。

　私の背筋は寒気を感じた。腕をさすっていると、何食わぬ顔の晴人さんが戻ってくる。

　経理課の人も総務課の人も一斉に晴人さんを見た。注目の的となった彼は、自分のデスクに向かう途中で異様な雰囲気を感じたようで、動きを止める。

「何かありました？」

　晴人さんの問いに近くにいた女性社員が訊ねる。

「緑川さん、小野沢さんと付き合っているんですか？」

「えっ？　……ああ、そういうことか……」

　晴人さんは、なぜ自分が注目されているのか推察して、離れている私の姿を捉えた。私は、ばれたよ、どうする？　と目で訴える。

　私の思いが晴人さんに通じたかは謎だ。彼は堂々と宣言した。

「付き合っています」

「わあ、ほんとですか？」

　彼の言葉に周囲がざわめいた。特に部長が興奮する。

「めでたいね！　うんうん、俺はうれしいよー」

　なぜ部長が喜ぶ？　と訊きたくなったが、部長の高いテンションのおかげか意外にも好反応な人が多かった。

　不満気な声が聞こえなくてホッとした。しかし、この時に清原さんの存在を忘れていたことが、あとの祭りとなる。

　取りかかっていた業務がひと段落ついた私はトイレに向かっていたけれど、向かう途中で数人の女性社員に囲まれた。

　そのうちのひとりは清原さんで、一緒にいる人たちは緑川さんの同期の人たちだ。

「小野沢さん、最低ね」

　ひとりの人がそう言うと、口々に罵倒される。

「横取りするなんて、性格悪すぎ」

「たいしてかわいくないのに、いい気になって」

「清原さんの気持ち、考えなさいよ」

　肝心の清原さんは静かに私を見ているだけだった。だけど、どんなに悪く言われても、晴人さんから離れるつもりはない。

　どう答えようかと考えるが、さらに攻撃された。

「清原さんはあなたが来るよりもずっと前から、好きだったのよ。清原さん、ショックで何も言えなくなっているじゃない？　ひどいことするわね！」

　清原さんのほうが長い期間、晴人さんのことを想っていたのは私も知っている。でも、私だって彼に対する気持ちは負けていない。誰よりも好きだという自信はある。

　だから、姿勢を伸ばして正面から異議を唱えた。

「勝手なこと、言わないでください。私も晴人さんが好きなんです。誰よりも彼のことを想っている自信があります」

　その時、おとなしくしていた清原さんが突然声を張り上げた。

「そっちこそ勝手なことを言わないでよ！」

　目をつり上げて罵る清原さんは、私の肩を力強く押した。咄嗟のことに私の体はよろけて、壁に衝突する。

　清原さんは、歪んだ表情でなおも言葉を続けた。

「私の気持ちがあなたより劣っているというの？　私だって誰よりも好きなのよ。ずっと、ずっと好きだったんだから！」

　清原さんは泣きそうになっていた。そんな顔を見せられて、ひと言も返せなくなる。彼女も私と同じくらい晴人さんが好きなだけだ。

　逆の立場だったらと考えると、胸が痛む。

「別れてよ！　今すぐ別れて！」

「そうよ、別れなさいよ」

「どうせ緑川さんを騙したんでしょ？」

　清原さんに他の人たちが加担する。ここに私の味方はひとりもいない。

　別れない、別れない……晴人さんが好きだから！

　心で強く思っても、言い返せなかった。

　唇を噛みしめていると、晴人さんの私の名前を呼ぶ声が聞こえる。

「由衣！」

　彼は私を囲っていた人たちをのけて、私の前に立った。

「晴人さん……」

「大丈夫？　どこか痛めていない？」

「うん、大丈夫」

　私に怪我がないことを確認した晴人さんは毅然として、清原さんたちを見据えた。

「由衣に何をしました？」

「何って……」

　口ごもる清原さんに代わって、ひとりの人が前に出る。

「緑川くんは、この人に騙されているよ。清原さんが緑川くんのことを好きだと知っていて、横取りしたのよ。緑川くんはこの人の本性を知らないでしょ？」

「は？　由衣の本性？」

　晴人さんの怒気の含んだ声に、清原さんたちは一瞬怯んだ。怒りを表に出す彼を見るのが初めてだったのだろう。

　しかし、そう簡単には引き下がらなかった。

「そ、そうよ。緑川くん、その人に弄ばれているのよ」

「おとなしそうに見えて、いろんな男と遊んでいると聞いたからね」

　口々に根も葉もないことを言われる。晴人さんがこの人たちの言い分を信じてしまったら……不安になる私の肩を晴人さんは抱いた。

　彼の怒りはまだおさまっていない。

「本当の由衣を知らないのはそっちでしょうが！　失礼なことを言わないでもらえますか？　彼女を傷つけるなら、誰であろうと容赦しません！」

　ドン！

　晴人さんは怖い顔して、拳で壁を思いっきり叩いた。清原さんたちは震えあがりながらも、まだ諦めずに言い返す。

「何よ、そんな卑怯な人の肩を持つの？」

「当たり前です。俺の大切な人ですからね。どれだけの人間を敵に回そうと、由衣を守り抜きます」

　力強く言い切った晴人さんは、清原さんに向かって言葉を続ける。以前約束してくれた通り、守ってくれる彼の態度に私の心は震えていた。

「だいたい、清原さんには以前ちゃんとお断りしましたよね？」

　晴人さんの発言に、一番気の強そうな人が清原さんに問い詰める。

「えっ、断った？　清原さん、告白したの？　告白する勇気が出ないと言っていたよね？」

　他の人たちも驚いた顔で清原さんを見ていた。

　清原さんはバツが悪そうな顔をする。彼女の声は弱々しかった。

「だって振られたなんて、言えないもの……」

　プライドが高い人なのだろう。自分に自信があって告白したから、振られたとは言えなかった。

「でも、いつもふたりきりで一緒にランチしているから良い感じなのと言ってたじゃないのよ？」

　清原さんはこの問いに顔を俯かせて、答えなかった。代わりに晴人さんが話す。

「ランチに行くことはありましたが、ふたりきりは一度もないですよ」

　晴人さんの言葉に清原さん以外の全員が「えっ？」と不思議そうになる。私もだ。

「いつもふたりで出ていっていたよね？　私たち、何度も見たことあるよ」

　うんうんと心の中で、同意した。私も同じように見たことがある。たまに他の人もいたけれど、ふたりで歩いているのが一番多かった。

　晴人さんの発言で、清原さんとのことが明らかになっていく。

「ここを出るのはふたりの時もあったけど、俺の同期といつも店で待ち合わせていましたよ。まさか、そんなところで勘違いされていたとは……もしかして、由衣も思ってた？」

　晴人さんはハッとした顔で私を見た。私は小さく頷く。

　楽しそうに話すふたりを見て、仲良さそうだと思っていた。だから、良い感じと言われたら私も信じたと思う。

「ごめん！　俺の行動が軽率だった。由衣にも誤解させていたなんて、イヤな思いしたよね？　でも、この会社に入ってから、由衣以外の女性とふたりだけで食事したことは一度もないからね」

「一度も？」

　私が入社する以前の晴人さんがどんなふうだったかは知らないけれど、過去のことまで気にしてはいない。そこまで話す晴人さんは、本当に誠実な人だ。

「由衣とは何度か食事していたよね？　それは、由衣だからなんだよ」

「私だから？」

　思いも寄らない告白に心が揺れ動く。晴人さんは一目惚れだったと告白してくれたけど、そこまで自分が特別だったとは思っていなかった。

「好きな人と話したい、食事をしたいと思うのは当然だろ？」

「あ、うん……そうね」

　隠すことなく真っ直ぐな気持ちを伝える彼に、私は照れながらも答える。

「私も同じ気持ちだよ」

　私たちは向き合って、手を握り合った。うれしそうに笑う晴人さんに釣られて、私も笑みをこぼす。

　お互いしか見えなくなっていた私たちの間に、清原さんの声が割り込む。

「ああ、もう！　ばかばかしくて、見てられない。みんな、行こう」

　清原さんの声でふたりだけの世界に入りかけていた私たちは、痛い視線に気付いたのだった。

　私たちから強気に離れた清原さんだったけれど、瞳が潤んでいた。そんな清原さんの背中をひとりの人が優しくさする。傷付く様子に、心が切なくなった。

　晴人さんが「由衣？」と呼ぶ。

「ん？」

「どうした？」

「ううん、なんでもない。晴人さん、守ってくれてありがとう」

　彼の手をしっかりと握った。






　十月に入ったばかりのある日の夕食中、美冬さんが「そうそう」と話し出した。私は食べるのを止めて、顔を横に向ける。晴人さんは黙々と食べ続けていた。

「来週、由衣ちゃんの誕生日よね？」

「覚えていてくれたんですか？」

「もちろんよー」

　この家に引っ越してきたばかりの頃に、何気ない会話の中で誕生日の話になり、教えあっていた。

　私は人の誕生日を覚えるのが得意だけど、美冬さんが覚えてくれていたことに感動する。

「パーティーしようね。私、ケーキ用意するね！」

「わあ、うれしいです」

「由衣ちゃん、どんなケーキが好き？」

　訊かれて様々なケーキを思い浮かべていると、晴人さんが険しい表情で口を挟んだ。

「パーティーはダメだ」

「晴人、どうしてそんなこと言うの？　由衣ちゃんを祝ってあげないの？」

「ホテルを予約しているから」

「ホテル？　晴人、どこか行くの？　晴人がいないなら、由衣ちゃんとふたりで……あ、千秋ちゃんも呼ぼう！　千秋ちゃんも由衣ちゃんのこと、気に入っているから喜んで来ると思うよ」

　晴人さんは、テーブルに手をついて、立ち上がった。

「は？　何で俺をのけ者にするんだよ！」

　理不尽だと言わんばかりの顔をしている。私も晴人さん抜きでは、寂しい。

「だって、晴人は予定があるんでしょ？　仕方ないじゃないの」

「俺の予定は、由衣とホテルでお祝いすることだけど」

「えっ、由衣ちゃんと？」

　美冬さんは私と晴人さんを交互に見て、私に確認する。だけど、私も初耳だったから、ビックリして返事ができなかった。

「そうだよ、サプライズのつもりだったのに……」

「サプライズ？　いきなり泊まろうと言われても由衣ちゃん、困るわよ？」

「困らないよ、由衣は絶対喜んでくれる。ね、由衣？」

　自信満々に言ったあと、晴人さんは私に笑顔を向けた。予想外のお泊まり宣言に私の顔は熱くなる。

「どうして由衣ちゃんが喜ぶと言い切れ……えっ、由衣ちゃん？　何でそんな顔してるの？」

　美冬さんは私の顔を見て呆気に取られたのち、「あ！」と声を大にする。勘のいい美冬さんは、ここで私たちの関係の変化に気付いた。

「あー、そういうことなのね。もう、早く教えてよー。いつから付き合いだしたの？」

「わりと最近かな」

　晴人さんがしれっと答える。

「そうか、わかった。それなら、私は遠慮するね。晴人、良かったわねー」

　良かった？

　もしかして、美冬さんは晴人さんの気持ちに気付いていたの？

　いつから？

　私の心の中での疑問に美冬さんは答えをくれた。

「実は晴人が由衣ちゃんを好きだというの、前から知っていたの」

　ロンに会うために会社の人たちとこの家に訪問したあの時に、晴人さんに白状させたそうだ。絶対あの中に好きな子がいるはずと追及されて、晴人さんは観念して答えたらしい。

　でも、晴人さんひとりの想いだけでどうにかなるものではないから、静かに見守っていたという。

「そうでしたか」

「だから、一緒に住むようになっても、晴人の気持ちが暴走しないように見張っていたの」

　言われてみれば、美冬さんはけしかけるようなことを一度もしていない。私にとってはありがたいことであったけれど、晴人さんは不満だったみたいだ。

「少しくらい応援してくれてもいいのに、厳しいよな」

「無理強いして、由衣ちゃんに嫌われたくないでしょ？」

「確かに。由衣に嫌われたら生きていけない」

「大げさねー」

　美冬さんは、沈痛な面持ちをする晴人さんを笑った。私も釣られて、笑っているとソファーにいたロンが晴人さんの足元へと動く。

「ロンはいつでも俺の味方だよな？」

　晴人さんはロンを抱き上げようとする。しかし、すぐ近くまで行ったものの、方向転換したから晴人さんの手は空振りする。

　晴人さんから離れたロンは私の足元に寄ってきた。気まぐれなロンの行動は予測不可能なことも多い。

　晴人さんと同じように私も手を伸ばしたが、それも無視して美冬さんのところに行った。美冬さんは「フフフ」と勝ち誇ったようにロンを抱いた。

「ロンはオスだから、晴人に敵対心があるのかもね。僕を置いて、ふたりでお泊まりすると言うから怒っているのよねー」

　晴人さんと私は「えー！」と声を揃えた。晴人さんは腕組みをして、考える。

「ロンも泊まれるホテルにしたら、良かったか。でも、ロンに邪魔されそうだしな」

「そんな真剣に悩まなくても平気よ。ロンはちょっと拗ねただけよねー。大好きなふたりが仲良しなのは、ロンもうれしいわよね？」

　美冬さんはロンの両脇を持って、自分の目の高さに上げる。ロンは「ニャアー」と同意するように鳴いた。






　ということで、迎えた私の二十六歳最後の日。

　私たちの交際は公認となったので、会社を出る前から晴人さんは私の手を握った。からかわれるのがイヤで離そうとしたが、却下される。

「今日は由衣の誕生日だから、俺のやりたいようにさせてもらう」

「おかしくない？　私の誕生日なら私のやりたいようにしてくれるものじゃないの？」

「いいんだよ、由衣のためだから」

　私のために晴人さんが考えたやりたいこと……何だろう……ワクワクしてきた。

　胸を弾ませる私は、とあるホテルの前で固まった。

「ここ？」

　彼が予約したホテルは誰もが知る高級ホテルだった。中に入ったこともなければ、こんな間近で見たこともないホテルで、一生自分には縁のない場所だと思っていた。

　あんぐりと口を開ける私に晴人さんは「行こう」と手を引く。

「晴人さん、来たことあるの？」

「いや、初めて」

　初めてにしては、随分堂々としていた。私は緊張で歩き方が変になっているというのに……。

　フロントでチェックインを済ませた私たちを女性のベルスタッフが、客室まで案内してくれた。

　高層階のツインルームに入り、窓から見える夜景にまず感動する。煌びやかな東京の夜景は、まるで宝石箱のよう。

「きれいだね」

「うん、とてもきれい。でも、ここ、高いよね？」

　失礼ながら、晴人さんの懐を心配してしまう。

「それなりにいいお値段するけど、今まで実家暮らしだったから、貯金けっこうあるんだ。ここぞという時に使うために貯めたから、気にしないで。それに、俺のやりたかったことだからね」

　晴人さんのやりたかったことの一つ目は、高級ホテルで好きな人と過ごすこと。

　二つ目は夜景が見えるレストランで、好きな人を祝うこと。

　彼はひとつずつ、やりたいことを実践していく。

　フレンチレストランから見える夜景は客室からとは違っていたので、ここでも私は感嘆した。ワインを飲みながらのフルコース料理は、盛り付けが美しく、最高に美味しかった。

「美味しすぎる」

　語彙力のない感想しか出てこない。

「由衣の料理のほうが俺は好みだな」

「えっ、何言うの？　こっちのほうが何万倍も美味しいよ」

「もちろん美味しいけど、こういうのは時々食べるのがいいよね？　由衣の料理は毎日食べても飽きないくらい好きだよ。一生食べたい」

　褒め上手な晴人さんの言葉に、照れくさくなる。「ありがとう」としか言えなかった。

　デザートまで堪能したあとは、彼のやりたいこと三つ目だ。

「お誕生日おめでとう」

「ありがとう」

　いつの間に用意したのか、薔薇の花束を渡された。花束のプレゼントをもらうのは初めてで、感激する。

　レストランスタッフからもお祝いの言葉をもらい、私たちは部屋に戻った。

　やりたいことの四つ目は、自分の想いを伝えること。

　窓際に置かれている丸いテーブルを挟んで、お互い椅子に座る。晴人さんが緊張した面持ちで、テーブルの上に手を置いた。

「来年の春に姉さんが結婚すると話したよね？」

「うん、結婚したら家を出るのよね？」

「そう。で、その頃に親が戻ってくる予定になっている」

「そうなの？」

　晴人さんのお父さんの地方赴任期間は三年とあらかじめ決められていて、本来ならば今年の春に終わる予定だった。それが、勤務先の事情によって一年延期されている。

　家に戻ってくるなら、私はどうしたらいいのだろう。

　その後も住ませてもらうのには、やはり気が咎める。引っ越し先を探したほうがいいかな。

「それで、ここからが本題」

　本題？

　彼は、想いを伝えたいと言っていた。ここまでの話だと今後の生活についてで、想いはどこにもなかった。

「ふたりで暮らさない？」

「ふたりで？　それは別の場所で？」

「そう。これから先、由衣と一緒に歩いていきたいと思っている。毎年誕生日をお祝いさせてほしい。年を重ねる由衣の隣にずっといたいし、俺の隣でいつも笑っていてほしい。ふたりで幸せな家庭を築きませんか？」

「家庭を？」

　聞き返す私に晴人さんは柔和な笑みを浮かべた。

「うん、結婚しよう」

　晴人さんと付き合うようになってから、結婚したら毎日こんな感じなのかなと思うことがたびたびあった。

　そんなふうな未来が見えても、今が楽しいからつい浮かれた考えをしてしまったのだと、打ち消したこともある。

　だけど、晴人さんと過ごす日々はひだまりのように温かく、こんな毎日がずっと続きますようにと願ってもいた。

　返事はひとつしかない。

「はい、よろしくお願いします」

　迷いなく返事をすると、目の前に小箱が登場した。晴人さんが蓋を開けると、そこには指輪が入っていた。
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「はい、誕生日プレゼント」

「えっ、花束がプレゼントだと思ったけど……」

　花束とこの素敵なホテルでの時間がプレゼントだと思っていた。

　それなのに、まだあったなんて……信じられない思いで左手を差し出す。晴人さんが、薬指に指輪を嵌めた。

「受け取ってくれて、ありがとう」

「こちらこそ、素敵なプレゼントをたくさんありがとう」

「来年になるのが楽しみだな。これからいろんなことを決めようね」

　来春までに様々なことを決めなければならない。まずは住むところかな。

「あ、晴人さん。ロンはどうするの？　今の家でそのまま暮らすの？」

「やっぱり気にすると思った。ロンは俺たちで引き取るつもりだよ」

「良かったー。これからもロンと暮らせるなんて、うれしい」

　晴人さんは立って、私の後ろに回った。背後から私を抱きしめて、訊ねる。

「俺とふたりだけより？」

「えっ、あ、ううん！　晴人さんとのほうがうれしいから」

「ほんとかなー、由衣はロンが大好きだからな」

「ほんとだよ。もちろんロンも好きだけど、晴人さんのほうがもっともっと好きだから！」

　気持ちを疑われて、必死に伝える。晴人さんは「俺も好き」と、私の首筋にキスした。

　そして、やりたいこと五つ目は身も心もひとつになることだという。

「由衣……好きだよ」

「私も好き」

　ベッドの上、熱のこもった瞳で私を見下ろす晴人さんからキスが降ってきた。とろけるような甘いキスに体全体が熱くなる。晴人さんは何度も愛しそうに私の名前を呼び、優しく抱いた。

　体がひとつになってとけ合ったあと、彼のぬくもりに包まれた私は日付が変わる前に瞼が重くなる。意識が遠のく中で、彼が囁いた。

「由衣、愛している」と……。






　誕生日の朝、晴人さんに包まれる中で目覚めた。二十七歳になった今日から新しい一年が始まる。

　これからの一年はきっと幸せな思い出がたくさん増えるに違いない。ふたりでの生活、楽しみだな。

　すやすや眠る晴人さんの髪をそっと撫でる。当分起きそうにない彼を見て、いたずら心が動きだす。

　私は彼の至るところにキスをした。主に上半身だ……。

　調子に乗ってしるしも付けようかなと企んでいたら、「んー」と身じろいだ。慌てて彼の横に寝転んで息を潜める。

　寝返りを打つ彼に拘束された。眠っているにしては、力が強いような……。

　まさか、起きていないよね？

　寝ているよね？

「晴人さん？」

　様子を探りながら、蚊の鳴くような声で呼びかける。

　何も返ってこない。

　もう少し寝ようかな……安心して目を閉じると、晴人さんの声が聞こえた。

「由衣、おはよ」

「えっ、起きてたの？」

「今起きた。幸せな夢を見たよ」

「どんな夢？」

　晴人さんは私の額に口づける。

「由衣がこんなふうに、いっぱいキスをしてくれる夢。いい夢だったなー」

　胸がどきりと音を立てた。

　それ、夢ではないです……現実です……。

「夢だったのかな？　感触が残っている」

「さあ？」

「ん？　由衣、怪しいな」

「し、知らないよ！」

　うまく誤魔化せない私を晴人さんは、クスクス笑う。

　絶対勘付いている……意地悪だ。

「今日は、寝起きがいいのね？」

　いつもは受け答えがちゃんとできなく、会話にならないことが多い。

　こんなスッキリした顔で目覚める彼を見るのは、初めてだ。

「うん、心置きなく由衣に触れられるのにボーッとしてられないよ。俺も由衣にたくさんキスしていい？」

「えっ？　あの、それはお任せします……」

　自分がしたことをダメとは言えないけど、快諾もできない。

　晴人さんは、こめかみ、頬、顎、耳とキスをしていく。

「由衣、抱かせて」

「今？　もう朝だよ？」

　まだ眠ろうとはしたけれど、日は昇っている。もしかして、晴人さんはまだ朝になっていないと思っている？

　寝起きの良くない晴人さんなら、勘違いしていそうだ。でも、しっかり朝だと認識していた。

「うん、抱き足りない。夜も朝も抱きたい。ずっと我慢していた分だけいい？」

「えっと、それもお任せします……」

　このあと、彼が満足するまでとことん愛されました。
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